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❍実施概要                              

 

事 業 所 名：   すみれいろ保育園 

報告作成日：     2021 年 11 月 30 日  （評価に要した期間 5 カ月間） 

評 価 機 関：   一般社団法人 日本保育者未来通信 

 

【評価方法】 

1．事業者自己評価  【実施期間：2021 年 7 月中旬～9 月初旬】 

・評価機関の担当者より、法人代表（園長）、主任保育士、事務担当へ第三者評価の主旨及び実施方法を説明。

保育所版自己評価シート【共通評価基準】及び【内容評価基準】については、法人代表（園長）、主任保育士、

事務担当及び職員で協議し作成した。 

 

 

2．利用者家族アンケート  【実施期間：2021 年 8 月 16 日～2021 年 8 月 27 日】 

・配布：全園児の保護者（52 家族）に対して、園から配布。 

・回収：保護者が園の事務所に提出し回収。 

 

 

3．訪問実地調査   【実施日：2021 年 10 月 15 日、10 月 18 日】  

■10 月 15 日 

①各クラスの保育観察（0 歳児、1 歳児、2 歳児） 

②書類調査～事業者面接調査（法人代表（園長）主任保育士） 

 

■10 月 18 日 

①各クラスの保育観察（3 歳児、4 歳児、5 歳児） 

②書類調査～事業者面接調査（法人代表（園長）主任保育士） 

 

 

4．利用者本人調査     【実施日：2021 年 10 月 15 日、10 月 18 日】 

・全日、各クラスの保育観察を中心に、遊び、食事、排泄、午睡などを観察。 

・乳児については観察調査、幼児については観察と遊びの時間の際に、会話の中で適宜聞き取り調査を実施。 
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❍評価結果についての講評                         

（高く評価できる点、独自性のある点、今後期待される点、工夫改善点などについて総括） 

 

【施設の概要】 

 株式会社ケイエイチエムが運営するすみれいろ保育園は、JR 南武線 宿河原駅から徒歩 1 分の、鉄骨造 3

階建ての 2 階部分に位置します。園は地域の商店街の中に位置することから、散歩の際などは日常的に地域

の方と触れ合う機会が設けられています。また、近隣には二ヶ領用水という人工用水路が流れており、その

水路に沿って桜が植えられ、春には満開の桜でにぎわいます。水路には魚が泳ぎ、木々には蝉やバッタ、と

んぼなど、緑豊かな環境が広がっています。園の定員は、60 名（0～5 歳児）ですが、園内は子どもたちがゆ

ったりと過ごせるよう、廊下や室内等を定員に対して広く設計するなどの工夫が行われています。開園時間

は、月曜日から土曜日の 7 時 00 分～20 時 00 分です。 

 玄関を入ると、右手には事務室があり検温付きの消毒器が設置されています。また、事務室のカウンター

には区からの情報誌などが置かれ、保護者への地域情報等の提供の場所となっています。左手には園の職員

紹介や運営規定等が掲示されるとともに、ご意見箱などが設置されています。園内は長い廊下を隔てて、左

右に各クラスの保育室があります。0~2 歳児まではクラスごとに部屋が設定され、子どもたちが自由に玩具

を取り出せるよう環境を整えるとともに、玩具棚やマット等を使用し、食べるスペースと寝るスペースを分

けることで一人ひとりの子どもたちの生活リズムに合わせた過ごし方ができるよう工夫されています。3~5

歳児は、広い空間を玩具棚や活動内容に応じてカーテン等で仕切ることで落ち着いた空間を設定しています。 

また、子どもたちが生活しやすいよう、1 週間の活動内容がイラストを使用して示されたり、支度の準備等が

絵カードで示されるなどの工夫がされています。3 歳児以上は、保育室内では上履きで過ごす生活を送って

います。 

廊下の奥には丸太の椅子が置かれ、子どもたちがくつろげる場所の一つとなっています。テラスは、子ど

もたちが少し屋外に出て活動する際に適した広さがあり、夏の時期は日よけを作り、水遊びやプール活動を

楽しんでいます。 

園を出て１分ほどの場所に、子どもたちが十分に身体を動かせるスペースがあり、ネイティブ講師を招い

た英語教室や、専門講師を招いて実施される体操教室などを行っています。 
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1．高く評価できる点 

 

○子どもの人権を尊重する保育について重点的に取り組んでいます 

 園では年に 1 回、全職員を対象に子どもの人権チェックリストを実施しています。チェックされた内容に

ついては、「子どもの人権を尊重する保育の中で特に難しいと感じるところ、園の弱点、課題」として取りま

とめたうえで、まとめられた内容についての「具体的な対応策、課題点」を挙げ、実践につなげています。

一例として、言葉がけについて検討し、否定語ではなく子どもたちの興味や意欲が持てる声掛けにするなど

の取り組みにつなげています。その結果、チェックリストの振り返りでは、園の運営方針である「子育て（個

育て）」に沿って、一律的な対応でなく、一人ひとりに合わせた対応や子どもたちの意見を尊重した遊びや環

境設定、また、全職員が一人ひとりに合った丁寧な言葉がけを意識できるようになってきたという内容が記

載されています。 

 

 

〇子どもたちが理解しやすいよう、生活の工夫に取り組んでいます 

保育者は言葉だけでなく、視覚的な情報を示すなど、子どもたちが理解しやすいよう工夫しています。1 週

間の活動内容については、曜日ごとにイラストで活動内容が示されることで、当日の活動だけでなく、1 週間

を通して、子どもたちが見通しを持って生活できるよう工夫されています。また、子どもたちが自ら身の回

りのことが出来るよう、支度の準備等もイラストで示しています。自分で支度等が出来た際には、十分に褒

めるとともに、専用のシール等を貼るなどして視覚的にも達成感が味わえるよう配慮しています。また、食

事で魚の献立があった際に、子どもたちに対して保育者が魚のイラストを使って魚の骨がどこにあるのかな

どについて伝える様子も見られました。 

 

 

〇様々な電子媒体を導入し、保護者や職員間での情報共有に努めています 

 園では積極的に電子媒体を使用し、情報発信や情報共有に努めています。職員間では、ホイシスを通して、

日案や月案等の各種指導計画の共有や園児の健康管理状態、睡眠チェック等を行っています。また、園専用

のグループラインによるシフトの確認や情報共有など、伝達漏れを解消する体制を整えています。また、新

型コロナウイルス感染症対策を踏まえ、テレワーク業務を可能な限り実施するため、パソコンやタブレット

等を導入し、自宅での事務作業や Zoom 等を使用した職員間で情報共有できる体制が整えられています。 

保護者とは、ハグノートを通して、登降園管理や家庭と園との子どもの情報共有や、お知らせ、園だより、

写真配布等を行っています。また、発表会での子どもの様子を動画配信する等の取り組みも行っています。

利用希望者の方には、ホームページ内に園内の様子について動画で視聴できるコンテンツを設定し、動画配

信も行っています。 
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2．独自に取り組んでいる点 

〇３つの委員会を通して、各分野の質の向上に取り組んでいます 

園では、働き方改革委員会、食育・給食委員会、安全衛生・防災環境委員会の 3 つの委員会を設け、職員

はいずれかの委員会に参加する体制が整えられています。各委員会では、それぞれの分野に応じた内容が検

討され日頃の保育に反映させています。働き方改革委員会では、職員間でのシフト等の情報共有方法や散歩

の出発時間・帰園時間、ミーティングの実施方法や嘔吐時の対応マニュアルなど、多岐にわたり日頃の保育

の中で職員が感じている内容を取り上げ、具体的な改善案を検討しています。また、保育については今後、

保育マニュアルの作成等も検討しています。食育・給食委員会では、各クラスの食育活動や食育を通した各

クラスの連携等について共有し、子どもたちが豊かな経験ができるよう話し合いが行われています。安全衛

生・防災環境委員会では、毎月実施される避難訓練の振り返りを行うとともに、避難靴の確認や避難リュッ

クの中身の点検などが行われています。また心肺蘇生法講習や洪水時の避難場所等、防災全般について見直

しを行い、具体的な取り組みにつなげています。 

 

〇英語や体操、わらべうた等を通して、子どもたちが様々な経験ができるよう配慮しています 

園では英語教室や体操教室、絵本の読み聞かせやわらべうたなどの活動を取り入れ、子どもたちがさまざ

まな経験ができるよう配慮しています。英語教室は、外国人講師が週に１回来園し、2 歳以上を対象に英語の

音楽に合わせて踊ったり、絵カードを使用して英語を学ぶ等、年齢に応じた活動が行われています。体操教

室、水泳教室は、3 歳以上の希望者を対象とし、週に１回実施されています。また、4，5 歳児を対象とした

リトミック活動も行われています。絵本、読み聞かせ、わらべうたについては、2 歳以上を対象にボランティ

アの方が来園し行われています。 

 

 

3．工夫・改善が望まれる点 

〇職員の育成体制について、さらなる体制づくりが期待されます 

 園は開園して 3 年目を迎え、保育面、運営面共に、さまざまな体制が整えられてきています。職員の育成

に関しては、事業報告書において、「研修・教育体制」「職員配置・採用計画」の項目が設けられ、具体的な取

り組みについて振り返りが行われています。振り返りの内容を踏まえ、事業計画書では、「職員教育訓練/研

修・人事考課制度」の見直しが掲げられ、今後の育成体制について記載されています。現在、年間研修計画

に沿った研修受講や年に 1 回実施される、施設長との職員面談、また、「子どもの人権を尊重する保育」等に

ついて話し合う中で職員育成が行われています。今後は、これらの育成体制を組織として関連付け、人事考

課に反映させるなどの取り組みが期待されます。 
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❍利用者本人調査                           

【実施概要】 

【実施日：2021 年 10 月 15 日、10 月 18 日】  

・全日、各クラスの保育観察を中心に、遊び、食事、排泄、午睡などを観察。 

・乳児については主に観察調査、幼児については観察と遊びの時間などに適宜聞き取り調査を実施。 

 

□0 歳児クラス 

 食事の時間です。コの字型に子どもたちの小さなテーブルが置かれ、その中に保育者が座り、一人ひ

とりの子どもたちに合わせた介助がしやすいよう環境を整えています。椅子に座った子どもたちは、エ

プロンを付けてもらいお皿に盛られたご飯やおかずを手づかみで意欲的に食べています。また、両手で

しっかりとコップを持ち、こぼさずにお茶も飲んでいました。保育者は一人ひとりの子どもの様子を見

ながら、コップを持つのが安定しない子どもには、コップを下から支えて、子どもが自分でできるよう

さりげない援助をしています。また食事の後半で、自分で食べるのが少し疲れてきた様子の子どもには、

保育者がスプーンですくって、子どもたちの口元までそっと運ぶなどの援助も必要に応じて行っていま

した。 

 食べ終わった子どもは綺麗に手を拭いてもらい、一人ずつおむつの交換をしてもらいます。保育室の

端の落ち着けるスペースに設定されたマットの上で、保育者は子どもに優しく語りかけながら、服を脱

がせます。その際に「よいしょ、よいしょ」など声掛けやスキンシップを取りながら楽しくおむつ交換

を行っていました。服を着る際は、途中まで保育者が手伝い、少し服を上に持ち上げるなど、子どもが

一人でできる部分や、子どもの意欲に応じて、見守る姿も見られました。子どもが自分で服を上げるこ

とが出来ると、保育者は「よく出来たね」と手を叩いてにっこりして褒め、まだ一人では少し難しそう

な様子が見られた際には、少しずつでも自分で出来るように手伝い、最後の仕上げは、すべての子ども

たちに対して保育者が行い、身だしなみを整えていました。お腹もいっぱいになり、おむつも交換して

すっきりした子どもたちは、すやすやと午睡に入っていきました。 

 午睡明け、おやつを食べ終えると、部屋で自由遊びをしていました。子どもたちの目線の高さに「回

す」「握る」「押す」など、子どもたちの発達に合った手先を使う玩具などが、十分な数で用意され、子

どもたちは自分の好きな玩具で自由に遊んでいました。また、遊んでいるスペースは綺麗に整理してあ

るとともに、玩具棚などの角には緩衝材も付けられ、子どもたちが安全に、はいはいなどの運動ができ

るよう環境を整えていました。 
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□1 歳児クラス 

観察日は保育者 2 名、子ども 8 名で近隣の公園に遊びに行きました。保育者と手をつないで歩く子、

立乗りバギーに乗って散歩を楽しむ子に分かれ公園に向かいました。道路を渡る際は「道路を渡ります、

手を挙げて」などの保育者の声に合わせ、子どもたちは小さな手を挙げていました。立ち乗りバギーに

乗っている子どもは、散歩の途中で見つけたお花などに指をさし保育者に伝え、保育者は「おしろいば

なだね～、むらさきしきぶだね」など応えると、子どもたちも真似して繰り返す姿が見られました。 

 公園に到着すると、「お外に出ないこと」「滑り台をするときは先生に言うこと」などのお約束をし、

虫よけをした子どもから遊び始めました。今日は砂場が人気なようです。子どもたちはシャベルで砂を

すくい、バケツやコップの中に入れたり、砂場の淵で車を砂場用の車を走らせたりと思い思いの遊びを

楽しみます。保育者はその様子を見て、「先生のアイスクリームは甘いです」など砂で模ったアイスクリ

ームを作り、子どもたちとのやり取りを楽しみます。滑り台をする際は、保育者が階段の横につき、安

全面に配慮しながら遊んでいました。 

 保育者が「ぶどうを探しに行こう」と子どもたちに提案すると、何人かの子どもたちが集まって公園

内の探索が始まりました。紫色の小さな実を子どもたちは「ぶどう」と名付けているようです。小さな

実が見つかるとうれしそうに「ぶどう」と言って、観察者にも見せに来てくれました。砂場の淵に、小

さな実やお花を並べて買い物ごっこが始まりました。保育者が売り手となり、子どもたちは小さな実や

お花を買い、砂場用のお皿に載せていました。また、ダンゴムシ探しも始まりました。子どもたち同士

で「ダンゴムシいるかな～」と話しながら、公園を探索します。買い物ごっこの後はダイナミックな砂

場遊びです。保育者が大きな砂山を作ると、子どもたちもそれを見て、シャベルを使って砂山を大きく

していきます。「エイエイオー」の掛け声をリズミカルにかけながら、砂山に砂をかけ、手でペタペタと

固めながら大きくしました。砂山が大きくなると次は、トンネルづくりです。砂山にトンネルを掘り、

水を流します。子どもたちは小さなバケツやコップをもって水道に集まります。そして、トンネルの中

に水を流し、反対側から水が出てくると子どもたちの表情がパッと明るくなりました。何度も水を流す

のを楽しんだ後、砂山を崩して園に帰る準備をしました。 

 帰りの際は、園に帰ってからの支度の手順や、帰りに保育者と手をつないで歩く子などの情報を保育

者間で確認し合い、園に向かいました。帰り道で、近くで電車が通り過ぎると、子どもたちが「バイバ

イ」と嬉しそうに手を振る姿も見られました。 

 

 

□2 歳児クラス 

観察日は天気が良く、電車を見に出かけました。保育者は室内で遊ぶ子どもたちの遊ぶ様子を見て、

順に散歩に行くことを伝えます。子どもたちは、読んでいた絵本や玩具を片付け、散歩の準備を始めま

す。自分で靴箱から靴を持ってきて、玄関フロアに座り靴を履いています。保育者は子どもたちが自分

で靴を履く姿を、微笑みながら見守っています。靴を履き終えた子どもから順に手すりにつかまり、保

育者に見守られながら階段を一歩ずつ降りていき、散歩の準備が整いました。 

 子どもたちが集まると保育者は「お出かけ前のお約束」を伝えます。「車が来たらどうしますか？」と
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問いかけると、子どもたちは「端に止まります」と元気よく答えています。 

 道中では、子どもたちは見たことのない花を見つけては「見て、この花きれい」と足を止めじっくり

観察したり、バッタを見つけては「バッタがいるよー」と大きな声で子どもたち同士で伝えあいます。

子どもたちは、小さなバッタを触っては感触を確かめています。保育者はその様子を見ながら、バッタ

をやさしく触るようにと教えています。バッタにお別れをし、色づいた落ち葉を踏みしめながら歩きだ

すと道がどんどん細くなり、目的地である線路が見えてきました。保育者が「もうじき電車が通る場所

だよ、電車来るかな」と子どもたちに伝えます。そこへゴーと大きな音を立てて子どもたちのすぐ頭の

上を電車が通り過ぎていきます。その迫力に子どもたちは怖いようなワクワクするような目をして電車

が通り過ぎるのを眺めていました。 

電車を見た後、少し歩き小さな公園に着きました。保育者の一人が公園内のゴミや危険物を取り払い、

安全を確認している間に、別の保育者が公園で遊ぶ時のお約束を子どもたちと確認し合っています。確

認が終わると、子どもたちは一斉に遊び始めます。遊具で遊ぶ子どものそばには保育者がつき、お尻を

支えたり、落ちないように見守るなど、十分に遊びこめるよう配慮しています。途中で水分補給もしな

がら、十分に遊ぶと園に帰る時間となりました。帰り道でも保育者が、信号の守り方や待つ位置、車へ

の注意の仕方や、横断歩道の渡り方などを随時子どもたちに伝えています。帰り道は大きな柿の木やミ

カンの木が植えてある住宅地が続き、熟して道に落ちている柿を見つけた子どもが「こないだ家で柿食

べたよ」と話をしています。保育者は子どもの気持ちを汲み取りながら頷き、他の子どもたちにも柿の

話を投げかけています。少し歩き疲れてきた子どもたちに、保育者が「今日のお昼ごはんのメニューに

はどんな野菜が入ってるかな」とクイズを出しています。子どもたちは「ブロッコリーだよー」「なんだ

ろー」と口々に考えて答えています。クイズで少し元気を取り戻し、みんなで励ましながら園にたどり

着きました。 

帰園してからも子どもたちは自分で靴を脱ぎ、靴下や上着も決められた位置へ自ら戻してから手をき

れいに洗い、昼ごはんの準備が整うまで保育者に絵本を読んでもらって過ごします。配膳が終わり、食

事の時間です。ブロッコリーが盛り付けられている器を見て、子どもたちは、「やっぱりブロッコリーだ

ったー」と話しながら楽しそうに食べていました。 

 

 

 

□3 歳児・5 歳児クラス 

3 歳児と 5 歳児の合同で、園から 15 分ぐらいの場所にある公園に遊びに行きました。出かける前に、

散歩の際の約束事を確認し、散歩の準備ができた子どもたちは、保育者と慣れた様子で列をつくり、二

人一組で手を繋いで公園へ出発です。 

車に注意しながら、5 歳児は 3 歳児の手助けをしながら歩きます。散歩の列の、先頭、中間、後方に

それぞれ保育者が付き、子どもたちの安全に配慮しながら歩いて行きます。 

目的の公園に着くと、はじめに保育者が子どもたちに公園での約束事を話します。危ないものを見つ

けても絶対触らないように、公園の出口から出て行かないようになどと約束を確認します。子どもたち

がその話を聞いている間に、別の保育者が公園内のゴミ拾いや安全確認を行います。 
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話が終わると保育者の合図とともに、子どもたちが元気よく遊び始めます。かけっこをしたり、遊具

で遊ぶなど一人ひとりが思い思いに好きな遊びを楽しんでいます。遊具は滑り台やブランコ、鉄棒やバ

ネが付いた乗り物があり、子どもたちは身体を十分に使って遊んでいます。保育者は人気のある滑り台

は、年齢ごとにおおよその遊ぶ時間を設定することで、3 歳児も 5 歳児も自分たちのペースで十分に遊

べるよう配慮していました。 

公園には大きな木が何本も茂っており、その幹に昆虫や鳥も集まってくるようで、様々な鳥のさえず

りが聞こえます。夏から秋に変わる今の季節は、公園の葉っぱも少し色づいてきていて、子どもたちは

落ち葉や砂の中で見つけた虫を見つけては、お互いに見せ合って楽しそうに遊んでいます。 

子どもたちは公園内を走り回ったり、遊具で遊びながら、疲れてくると保育者に寄り添い、少し休ん

だ後に再び元気よく遊び始めます。保育者も優しく子どもたちを受け止め、一人ひとりの子どもが十分

に遊びこめるよう見守っています。ひとしきり遊び終えたのを見て、保育者が子どもたちに水分補給す

るように促しています。保育者から手拭きシートを渡された子どもたちは、手を拭き、その後公園内の

石の淵にコップを持って並んで座り、保育者にお茶を注いでもらって喉を潤します。 

休憩が終わると、再び子どもたちは元気いっぱいに遊び始めます。鬼ごっこをしたり、砂場で遊んだ

りするなど、好きな遊びを十分に楽しんでいるようです。 

滑り台では、恐る恐る手すりをたどりながら滑っていた 3 歳児の子どもが、5 歳児の子どもの姿を真

似して何回か一緒に滑るうちに、いつの間にか手すりも持たずに安定して滑れるようになるなど、年上

の子どもが年下の子どものモデルとなり遊びに変化が見られる様子も見られました。その後十分に公園

で遊んだ子どもたちは来た時と同じように二人一組で手をつないで園へ戻ります。帰り道で出会う虫や

猫などの生き物にも興味を持ち話しかけたり、自分専用の小さな箱に、拾ったどんぐりを入れて持って

帰る姿も見られました。近隣の方々が散歩中の子どもたちに優しく声をかける様子も見られ、地域の方

にも見守られながら園へと戻っていきました。 

当日は英語教室がありました。園から徒歩 1 分程度のカルチャーセンターで外国人講師により、イラ

ストなどを使用し楽しく英語に触れています。先生の目の前に座った子どもたちは、先生の英語の挨拶

に対し元気よく返事しています。 

5 歳児クラスでは、お天気の話からはじまり、今日の気温や、今ここに何人いるの？お休みの子は何

人？と先生が英語で話しかけることに対し子どもたちも英語で答えていきます。そしてみんなで声を合

わせて１から１９までの数字を声に出していきますが、その中で１３と３０のように発音が似ているよ

うで実際には違う数字について先生が補足して発音のコツなどを説明し、子どもたちと正しい発音を練

習していました。その後は先生がイラストカードについて「大きい」「手の平くらい」「鼻が長い」「美味

しい！」などと英語でヒントを出し、子どもたちがイラストカードに描かれているものを当てていくと

いうゲームがはじまりました。子どもたちは、先生がヒントを出すときは静まりかえりよく聴き、発表

する時は元気よく答えていました。そして答えが当たった時は両手を上げて、体中で喜びを表現してい

ました。 
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□4 歳児 

朝の自由遊びを終え片付けが済むと、朝の会が始まりました。朝の会では保育者が子どもたちに「何

が歌いたい？」と問いかけます。子どもたちから「こおろぎの歌」など様々な意見が出た中で、「焼き芋

の歌」を歌うこととなりました。歌に合わせた振付やじゃんけんを楽しみながら歌っていました。その

後、今日の当番が前に出てきて挨拶の号令や「朝ごはんは何を食べてきたか」などの保育者からの質問

に答えていました。カレンダーなどで日にちや活動を確認しました。 

今日は英語の活動がありました。園から 1 分程度歩いた場所にあるカルチャーセンターに移動し、英

語の活動が始まりました。外国人の講師の方と一緒に、英語の曲に合わせて踊ったり、絵カードを使っ

て今日の天気やアルファベットを順に歌う歌などを楽しみました。保育者は子どもたちに寄り添いなが

ら、子どもたちが自発的に応えると、十分に認めたり、動物を当てるクイズになると「誰か質問はある

かな？」など、子どもたちが楽しく参加できるよう配慮していました。子どもたちは「What’s color？」

や「What’s size？」など英語で質問しながら、動物当てクイズを楽しんでいました。英語の活動が終わ

り園に戻ると、子どもたちはお芋ほりの絵を描きました。保育者が袋の中から「この中に何が入ってい

るかな？」と質問すると、子どもたちは少し興奮しながら「サツマイモ！！」と答えていました。保育

者が「サツマイモは日に当てると甘くておいしくなる」などの話をし、おやつで食べられることを話し

た後、子どもたちに画用紙が配られました。保育者は画用紙を配った後、赤と青の色が混ざるとサツマ

イモの色である紫色になることを説明していました。その後、紫色でもいいし、好きな色で描いてよい

ことを伝え、一人ひとりの子どもたちが思い思いのお芋ほりの絵を描き始めました。保育者は子どもた

ちが描いた絵に対して「上手だね」や「ダイナミックだね」など十分に認める声掛けをしていました。

また、子どもたちがイメージしやすいよう、お芋ほりの際の写真を見せたり、お芋の絵が描いてある絵

本を見せ「お芋のひげは長いこと」などを子どもたちと話しながら行っている姿が見られました。 

 子どもたちが一通り絵を描き終わると、粘土遊びをしました。粘土でお芋やトンボを作ったり、長く

伸ばすことを楽しむなど、子どもたちは自分のイメージに沿って粘土遊びを楽しんでいました。保育者

は子どもたちの様子を見て、粘土ベラを出し、お芋にぶつぶつと模様を付けたり、粘土ベラのローラー

で、粘土を伸ばすことを楽しめるようにするなど、遊びが発展するよう配慮していました。また、粘土

で作ったお芋を並べて、お芋屋さんごっこを楽しむ姿も見られました。 
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共通評価基準（45 項目）Ⅰ 福祉サービスの基本方針と組織 

1 理念・基本方針 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 理念、基本方針が確立・周知

されている 

1 理念、基本方針が明文化され周知

が図られている。 

□理念、基本方針が法人、保育所内の文書や広

報媒体（パンフレット、ホームページ等）に記

載されている。 

□理念は、法人、保育所が実施する保育の内容

や特性を踏まえた法人、保育所の使命や目指す

方向、考え方を読み取ることができる。 

□基本方針は、法人の理念との整合性が確保さ

れているとともに、職員の行動規範となるよう

具体的な内容となっている。 

□理念や基本方針は、会議や研修会での説明、

会議での協議等をもって、職員への周知が図ら

れている。 

□理念や基本方針は、わかりやすく説明した資

料を作成するなどの工夫がなされ、保護者等へ

の周知が図られている。 

□理念や基本方針の周知状況を確認し、継続的

な取組を行っている。 

□理念や基本方針を保護者会等で資料をもと

に説明している。（保育所） 

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

B 

・園の運営方針は「お子様一人一人の育ちを尊重しな

がら、子育て（個育て）をお手伝いします」、保育の心

得「あいうえお」として、安全で明るく、慈しみの心

で、歌声いっぱい、笑顔で応対、お父さんお母さんと

共に、が掲げられ、入園案内や園のしおり、ホームペ

ージ等で周知が図られています。 

・職員への周知については、職員会議等を通して園長

より、運営方針でもある「個育て」を踏まえ「個をよ

く見ること」等が伝えられています。また休憩室には、

保育理念、保育方針、保育目標が掲示され、常に確認

できるようになっています。今後は、職員会議や全体

ミーティング等を通して、理念や方針について触れる

機会を設けるとともに、理念に沿った具体的な保育実

践の振り返り等も期待されます。 

・入園の際は入園案内に記載されている、保育理念、

保育方針、保育目標について説明するとともに、行事

等の挨拶の際に、改めて保育理念等を踏まえた、園で

大切にしているかかわりについて保護者に伝えるこ

とで周知に努めています。 

 

 

2 経営状況の把握 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 経営環境の変化等に適切に対

応している 

2 事業経営をとりまく環境と経営状

  
・社会福祉事業全体の動向については、行政や業界団

体並びに区の園長会議等により情報を得ています。一

例として、年齢別の保育の需要傾向や育児休暇を踏ま
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況が的確に把握・分析されている。 

□社会福祉事業全体の動向について、具体的に

把握し分析している。 

□地域の各種福祉計画の策定動向と内容を把

握し分析している。 

□子どもの数・利用者（子ども・保護者）像等、

保育のニーズ、潜在的利用者に関するデータを

収集するなど、法人（保育所）が位置する地域

での特徴・変化等の経営環境や課題を把握し分

析している。 

□定期的に保育のコスト分析や保育所利用者

の推移、利用率等の分析を行っている。 

 

 

A 

 

 

 

A 

 

えた、保育所入園希望の年齢などについて把握してい

ます。 

・地域の各種福祉計画の策定動向等については、区が

主催する幼保小連絡会や園長会、また園長補佐連絡会

や年長児担当者連絡会等を通して把握しています。一

例として、区では子どもの人権を尊重する保育につい

て重点的に取り組んでいます。把握した内容にもとづ

き、子どもへの声掛け等について園内でも定期的に検

討する場を設けています。また、「就学前・後も共に大

事にしたいこと」「新型コロナウイルス感染症対策を

踏まえた年長児交流」などについても把握していま

す。 

・区の担当課との情報共有や園見学者の対応等から、

園が位置する地域での特徴・変化等の経営環境や課題

を把握し分析につなげています。 

・月に 1 回、園長と会計士により経営会議が実施され

ています。会議では人件費の推移や保育士採用に至る

までのコスト等について分析し、予算計画に反映させ

ています。 

3 経営課題を明確にし、具体的な取

り組みを進めている。 

□経営環境や保育の内容、組織体制や設備の整

備、職員体制、人材育成、財務状況等の現状分

析にもとづき、具体的な課題や問題点を明らか

にしている。 

□経営状況や改善すべき課題について、役員

（理事・監事等）間での共有がなされている。 

□経営状況や改善すべき課題について、職員に

周知している。 

□経営課題の解決・改善に向けて具体的な取組

が進められている。 

 

 

 

B 

 

 

 

B 

 

・経営課題に関しては、毎月の経営会議にて検討され

るとともに、職員会議にて職員に周知しています。ま

た周知方法として、内容に応じて、園専用のグループ

ラインを活用することで、伝達漏れの解消と迅速化に

取り組んでいます。 

・経営課題として、さらなる職員の働きやすさの向上

に努めています。一例として全職員がバランスよく有

給休暇を取得できるようにしたり、職員の希望を踏ま

えたシフトづくりを行っています。有給休暇の取得に

関しては、各職員の給与明細に有給の残りの日数を記

載し取得の喚起につなげています。シフトについては

各職員より希望を聞き、全体のシフトを事務室に貼り

出しています。職員は貼り出されたシフトを確認し、

さらに職員の希望を踏まえてシフトの変更等を行っ

ています。今後は、経営課題として取りあげられてい

る、全職員のバランスの取れた有給休暇の取得、研修

機会の提供等について具体的な取り組みにつなげて

いくことが期待されます。 
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3 事業計画の策定 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 中・長期的なビジョンと計画

が明確にされている 

4 中・長期的なビジョンを明確にし

た計画が策定されている。 

□中・長期計画において、理念や基本方針の実

現に向けた目標（ビジョン）を明確にしている。 

□中・長期計画は、経営課題や問題点の解決・

改善に向けた具体的な内容になっている。 

□中・長期計画は、数値目標や具体的な成果等

を設定することなどにより、実施状況の評価を

行える内容となっている。 

□中・長期計画は必要に応じて見直しを行って

いる。 

 

 

 

B 

 

 

 

C 

 

 

・「地域に根差した保育」「地域 No.1 を目指す」を中・

長期的なビジョンに掲げ取り組んでいます。具体的な

取り組みとして、保育の質の向上と人材育成を取り挙

げています。保育の質の向上については子どもの人権

を尊重する保育の実践を検討し、日ごろの子どもへの

声掛け等について取り組んでいます。人材育成につい

ては、職員一人ひとりが研修等に参加し、職員間で共

有するとともに、様々な年齢を担当することや経験豊

富な保育者とペアになって保育に取り組むことで育

成につなげています。 

・経営会議にて、中・長期的問題提起を行い、方向性

や解決のための方策等を話し合っています。また、半

期毎の決算分析等により数値目標に対する成果の評

価を実施しています。今後は、検討されている中・長

期計画の策定について文書化されることが望まれま

す。 

5 中・長期計画を踏まえた単年度の

計画が策定されている。 

□単年度の計画には、中・長期計画の内容を反

映した単年度における事業内容が具体的に示

されている。 

□単年度の事業計画は、実行可能な具体的な内

容となっている。 

□単年度の事業計画は、単なる「行事計画」に

なっていない。 

□単年度の事業計画は、数値目標や具体的な成

果等を設定することなどにより、実施状況の評

価を行える内容となっている。 

 

 

 

B 

 

 

 

B 

・中・長期的な計画の中で取り組まれている人材育成

については、単年度計画に反映させ取り組んでいま

す。市や区また、民間で実施される研修について事務

室に掲示し、希望者が受講できる体制を整えていま

す。またキャリアアップ研修等はオンラインで受講で

きる体制を整えています。 

・事業計画には、各種書類保管並びにデータ化の推進

や保護者との間でやりとりされる連絡帳や写真デー

タ管理についての対策、また感染防止対策や消毒作業

等にかかわる保育のコスト分析が保育所利用者の推

移等を踏まえ策定されています。今後は、中・長期計

画を策定し、その内容を反映した単年度計画が示され

ることが期待されます。 

（２） 事業計画が適切に策定されて

いる 

6 事業計画の策定と実施状況の把握

や評価・見直しが組織的に行われ、職

員が理解している。 

 

 

 

 

・事業計画は経営会議等で検討された計画に、職員の

意見を取り入れ策定されています。職員の意見を取り

入れた一例として、情報発信の方法が挙げられます。

これまで手書きで発信されていた園だよりを、写真や

動画などの電子媒体で発信することなどを計画に反
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□事業計画が、職員等の参画や意見の集約・反

映のもとで策定されている。 

□計画期間中において、事業計画の実施状況

が、あらかじめ定められた時期、手順にもとづ

いて把握されている。 

□事業計画が、あらかじめ定められた時期、手

順にもとづいて評価されている。 

□評価の結果にもとづいて事業計画の見直し

を行っている。 

□事業計画が、職員に周知（会議や研修会にお

ける説明等が）されており、理解を促すための

取組を行っている。 

 

B 

 

B 

映させています。 

・事業計画の内容について、行事等に関することは全

体ミーティング等で定期的に見直す機会を取り入れ

ています。今後は、事業計画に記載がある行事等の内

容以外について、ミーティング等を通して職員の理解

が促されるよう周知するとともに、計画の見直しや評

価の実施につなげることが期待されます。 

7 事業計画は、保護者等に周知され、

理解を促している。 

□事業計画の主な内容が、保護者等に周知（配

布、掲示、説明等）されている。 

□事業計画の主な内容を保護者会等で説明し

ている。 

□事業計画の主な内容を分かりやすく説明し

た資料を作成するなどの方法によって、保護者

等がより理解しやすいような工夫を行ってい

る。 

□事業計画については、保護者等の参加を促す

観点から周知、説明の工夫を行っている。 

 

 

 

B 

 

 

 

B 

・事業計画書に記載されている、各種書類のデータ化

の推進や保護者との間でやりとりされる連絡帳や写

真データの情報発信方法等について、現在実施してい

る内容を、入園案内や重要事項説明、園内掲示や園だ

よりにて、保護者に周知しています。また、例年 2 回

保護者代表が参加して行われる運営委員会では、事業

計画にも記載がある、新型コロナウイルス感染症対策

を踏まえた「新しい生活様式と保育」についてや、保

育園での電子媒体の導入システム、年間行事予定等に

ついて説明しています。 

・事業計画については、保護者等の参加を促す観点か

ら、事前に保護者へアンケートを実施し、参加のしや

すい日時を検討し、行事等の日程を設定しています。 

 

4 福祉サービスの質の向上への組織的・計画的な取組 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 質の向上に向けた取組が組織

的・計画的に行われている 

8 保育の質の向上に向けた取組が組

織的に行われ、機能している。 

□組織的に PDCA サイクルにもとづく保育の

質の向上に関する取組を実施している。 

□保育の内容について組織的に（C：Check）を

 

 

 

 

 

 

・保育の質の向上に向けた取り組みとして、各種会議

にて組織的に振り返りを行い実践につなげています。

毎日実施される職員会議では、その日の子どもの様子

や各クラスからの伝達事項等を共有しています。月に

1 回実施される全体ミーティングにおいて、各クラス

の子どもたちの様子や行事等について振り返り実践

につなげています。今後は、実践された内容について



15 

 

行う体制が整備されている。 

□定められた評価基準にもとづいて、年に 1 回

以上自己評価を行うとともに、第三者評価等を

定期的に受審している。 

□評価結果を分析・検討する場が、組織として

位置づけられ実行されている。 

C B 

 

 

分析・検討する時間を設けることを課題としていま

す。 

・自己評価の一環として区の園長・補佐会議で実施さ

れる子どもの人権チェックリストを使用し、自己評価

を行っています。一人一人の職員がチェックリストを

使って実施し園で取りまとめた後、具体的な対応策や

改善点を挙げ、まとめています。 

9 評価結果にもとづき保育所として

取組むべき課題を明確にし、計画的な

改善策を実施している。 

□評価結果を分析した結果やそれにもとづく

課題が文書化されている。 

□職員間で課題の共有化が図られている。 

□評価結果から明確になった課題について、職

員の参画のもとで改善策や改善計画を策定す

る仕組みがある。 

□評価結果にもとづく改善の取組を計画的に

行っている。 

□改善策や改善の実施状況の評価を実施する

とともに、必要に応じて改善計画の見直しを行

っている。 

 

 

 

C 

 

 

 

B 

・区の園長・補佐会議で実施される子どもの人権チェ

ックリストを全職員が実施し、チェックされた内容に

ついて、「子どもの人権を尊重する保育の中で特に難

しいと感じるところ、園の弱点、課題」を取りまとめ

たうえで、まとめられた内容についての「具体的な対

応策、課題点」を挙げ、実践につなげています。一例

として、言葉がけについて検討し、子どもの意欲を掻

き立てるような言葉がけや、否定語ではなく肯定的に

伝えたり、子どもの気持ちを確認したりするなどの取

り組みにつなげています。 

・今後は、実践された内容について、全体ミーティン

グ等で見直しを行い、計画的に実施されていくことが

期待されます。 

 

 

Ⅱ 組織の運営管理 

１ 管理者の責任とリーダーシップ 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 管理者の責任が明確にされて

いる 

10 施設長は、自らの役割と責任を

職員に対して表明し理解を図ってい

る。 

□施設長は、自らの保育所の経営・管理に関す

る方針と取組を明確にしている。 

□施設長は、自らの役割と責任について、保育

所内の広報誌等に掲載し表明している。 

 

 

 

B 

 

 

 

B 

・施設長の役割と責任については、施設の事業業務を

統括し、地域連携、経営業務を推進する等、職務分担

表に記載され、全職員に周知しています。 

・施設長の役割について全体ミーティング等を通して

職員と共有しています。一例として、職務分担表に記

載がある、保育の質の向上の一環として保護者との信

頼関係の構築の大切さを伝えたり、一人ひとりの子ど

もの良い部分を具体的に伝えることの大切さなどを

共有しています。 
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□施設長は、自らの役割と責任を含む職務分掌

等について、文書化するとともに、会議や研修

において表明し周知が図られている。 

□平常時のみならず、有事（災害、事故等）に

おける施設長の役割と責任について、不在時の

権限委任等を含め明確化されている。 

 

 

・平常時以外の園長の役割と責任については、不在時

の権限委任なども含め、防災訓練マニュアル、洪水マ

ニュアル等、各マニュアルにそれぞれ記載されていま

す。 

11 遵守すべき法令等を正しく理解

するための取組を行っている。 

□施設長は、遵守すべき法令等を十分に理解し

ており、利害関係者（取引事業者、行政関係者

等）との適正な関係を保持している。 

□施設長は、法令遵守の観点での経営に関する

研修や勉強会に参加している。 

□施設長は、環境への配慮等も含む幅広い分野

について遵守すべき法令等を把握し、取組を行

っている。 

□施設長は、職員に対して遵守すべき法令等を

周知し、また遵守するための具体的な取組を行

っている。 

 

 

B 

 

 

B 

・施設長は、法人を担当する社会保険労務士との定期

的なやり取りや、各専門家の助言、指導を受けるとと

もに、各方面の研修会に参加することで、児童福祉法

や労働基準法、商法や企業会計原則等、遵守すべき法

令等の把握に努めています。把握された内容について

は、職員会議等を通して職員に対して遵守すべき法令

等を周知しています。 

・今後、ハラスメント防止措置等について、園内で規

定の策定や担当部署の設置等を検討しています。 

（２） 管理者のリーダーシップが発

揮されている 

12 保育の質の向上に意欲をもち、

その取組に指導力を発揮している。 

□施設長は、保育の質の現状について定期的、

継続的に評価・分析を行っている。 

□施設長は、保育の質に関する課題を把握し、

改善のための具体的な取組を明示して指導力

を発揮している。 

□施設長は、保育の質の向上について組織内に

具体的な体制を構築し、自らもその活動に積極

的に参画している。 

□施設長は、保育の質の向上について、職員の

意見を反映するための具体的な取組を行って

いる。 

□施設長は、保育の質の向上について、職員の

教育・研修の充実を図っている。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

B 

 

・施設長は毎日行われる職員会議に参加するととも

に、実際の子どもたちの活動の様子を見ることで、定

期的に一人ひとりの子どもの育ちや職員の関わりな

ど保育の質の現状について把握に努めています。 

・年に 1 回実施される施設長との面談や、必要に応じ

て行われる、主任との定期的な職員面談等を通して、

職員一人ひとりの保育の質に関する課題を把握し、改

善のための具体的な取り組みを共有しています。 

・園では、働き方改革委員会、食育・給食委員会、安

全衛生・防災環境委員会の 3 つの委員会を設け、職員

はいずれかの委員会に参加する体制が整えられてい

ます。各委員会での職員の意見を反映し、職員の連携、

食育の実施方法、避難靴の整備についてなどの、具体

的な取り組みを行っています。また、各委員会に参加

することで保育の質の向上について、職員の教育・研

修の機会になっています。 

・外部研修に参加した職員が事例内容を紹介したり、

報告書にまとめ、全職員が閲覧したりすることで職員

の教育・研修の充実を図っています。 
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13 経営の改善や業務の実効性を高

める取組に指導力を発揮している。 

□施設長は、経営の改善や業務の実効性の向上

に向けて、人事、労務、財務等を踏まえ分析を

行っている。 

□施設長は、組織の理念や基本方針の実現に向

けて、人員配置、職員の働きやすい環境整備等、

具体的に取り組んでいる。 

□施設長は、経営の改善や業務の実効性の向上

に向けて、組織内に同様の意識を形成するため

の取組を行っている。 

□施設長は、経営の改善や業務の実効性を高め

るために組織内に具体的な体制を構築し、自ら

もその活動に積極的に参画している。 

 

 

 

B 

 

 

 

B 

・施設長は、毎月実施される経営会議において経営課

題全般について検討しています。一例として、今年度

もコロナ禍の為、引き続き感染防止対策の徹底に取り

組みました。その際に、清掃消毒作業等で学生の非常

勤を採用するなど、財務等を踏まえ分析を行った上

で、働きやすい人員配置に努めました。 

・施設長は、組織の理念や基本方針の実現に向けて、

職員の特性を踏まえた上で、人員配置を行っていま

す。園児の年齢や人数、職員同士の経験年数等を踏ま

えたクラス配置等を実施しています。 

・毎月 1 回実施される全体ミーティング等で配布され

る資料は、非常勤職員も含め全職員に配布し、情報共

有の徹底に努めています。また必要に応じて回覧や事

務室に掲示しています。 

 

 

２ 福祉人材の確保・育成 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 福祉人材の確保・育成計画、

人事管理の体制が整備されている 

14 必要な福祉人材の確保・定着等

に関する具体的な計画が確立し、取組

が実施されている。 

□必要な福祉人材や人員体制に関する基本的

な考え方や、福祉人材の確保と育成に関する方

針が確立している。 

□保育の提供に関わる専門職の配置、活用等、

必要な福祉人材や人員体制について具体的な

計画がある。 

□計画にもとづいた人材の確保や育成が実施

されている。 

□法人（保育所）として、効果的な福祉人材確

保（採用活動等）を実施している。 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

・必要な福祉人材や人員体制に関する基本的な考え方

については、保育士配置基準等を常に意識し人員体制

を確保するとともに、各クラスの様子に応じて保育士

経験年数を踏まえた、職員配置に配慮しています。 

・単年度の事業計画書には、職員教育訓練、研修・人

事考課制度の見直しが挙げられ、職員の能力開発と限

りある有能な人材の確保に向けた各種制度の拡充の

必要性について記載されています。今後は、必要な福

祉人材の確保・定着に関する具体的な計画を策定し、

計画にもとづいた人材の確保や育成に取り組むこと

が期待されます。 

・人材育成の一環として、事務室に研修案内を掲示し

職員の希望に配慮した研修受講等に取り組んでいま

す。 

・人材確保については、派遣会社、専門学校、人材紹

介会社などの関わりやハローワーク等を通して効果

的な福祉人材確保につなげています。 
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15 総合的な人事管理が行われてい

る。 

□法人（保育所）の理念・基本方針にもとづき

「期待する職員像等」を明確にしている。 

□人事基準（採用、配置、異動、昇進・昇格等

に関する基準）が明確に定められ、職員等に周

知されている。 

□一定の人事基準にもとづき、職員の専門性や

職務遂行能力、職務に関する成果や貢献度等を

評価している。 

□職員処遇の水準について、処遇改善の必要性

等を評価・分析するための取組を行っている。 

□把握した職員の意向・意見や評価・分析等に

もとづき、改善策を検討・実施している。 

□職員が、自ら将来の姿を描くことができるよ

うな総合的な仕組みづくりができている。 

 

 

 

B 

 

 

 

B 

・「期待する職員像等」については、全体的な計画に示

される、保育理念や保育方針等で示されています。 

・就業規則には、賃金規定等を踏まえた、人事基準が

定められています。人事考課については、年に 1 回実

施される施設長との職員面談や日々の保育実践、保護

者対応、行事への取り組み等を踏まえ実施されます。

また、主任による査定も参考にして行われます。 

・職員の意向・意見について、職員面談等で得られた

各職員の内容について経営会議で取り上げ、評価・分

析等を行っています。その上で、職員の意向等を可能

な限り反映させ、新年度のクラス配置等を行っていま

す。 

・職員が、自らの将来の姿を描くことができる仕組み

づくりの一環として、様々な年齢のクラスを担当する

ことやキャリアアップ研修の受講等が行われていま

す。今後は、園独自のキャリアパスの作成などに取り

組み、職員が、自ら将来の姿を描くことができるよう

な総合的な仕組みづくりが期待されます。 

（２） 職員の就業状況に配慮がなさ

れている 

16  職員の就業状況や意向を把握

し、働きやすい職場づくりに取組んで

いる。 

□職員の就業状況や意向の把握等にもとづく

労務管理に関する責任体制を明確にしている。 

□職員の有給休暇の取得状況や時間外労働の

データを定期的に確認するなど、職員の就業状

況を把握している。 

□職員の心身の健康と安全の確保に努め、その

内容を職員に周知している。 

□定期的に職員との個別面談の機会を設ける、

職員の悩み相談窓口を組織内に設置するなど、

職員が相談しやすいような組織内の工夫をし

ている。 

□職員の希望の聴取等をもとに、総合的な福利

厚生を実施している。 

□ワーク・ライフ・バランスに配慮した取組を

行っている。 

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

B 

・労務に関する責任体制については職務分担表に記載

され、施設長を園全体統括責任とし、主任が施設長補

佐として明確にしています。 

・職員の有給休暇の取得状況等については、チャット

ワークと呼ばれる電子媒体を使用し、各職員が毎月の

給与明細とともに確認できる体制が整えられていま

す。 

・年に 1 回の施設長との定期的な職員面談をはじめ、

必要に応じて面談を行うことで、職員が相談しやすい

ような組織内の工夫につなげています。 

・ワーク・ライフ・バランスに配慮した取り組みの一

環として、職員の希望を踏まえたシフト作成や、短時

間労働の導入、時間外労働の削減を実施しています。 

・職員の福利厚生として、市の勤労者福祉共済を活用

し、施設利用の割引や保養所の利用が可能となってい

ます。 

・組織の魅力を高める取り組みとして、チャットワー

クによる職員間での必要な情報の共有や、グループラ

インによりシフトの確認等を行うことで、事務時間等

の短縮につなげています。また、ハグノートと呼ばれ
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□改善策については、福祉人材や人員体制に関

する具体的な計画に反映し実行している。 

□福祉人材の確保、定着の観点から、組織の魅

力を高める取組や働きやすい職場づくりに関

する取組を行っている。 

る電子媒体を通して、園児の出欠や体調の記録、保護

者との情報共有を行うことも、事務時間の短縮につな

がっています。また、園内給食の提供や研修費の支給

等も行っています。 
 

（３） 職員の質の向上に向けた体制

が確立されている 

17 職員一人ひとりの育成に向けた

取組を行っている。 

□組織として「期待する職員像」を明確にし、

職員一人ひとりの目標管理のための仕組みが

構築されている。 

□個別面接を行う等保育所の目標や方針を徹

底し、コミュニケーションのもとで職員一人ひ

とりの目標が設定されている。 

□職員一人ひとりの目標の設定は、目標項目、

目標水準、目標期限が明確にされた適切なもの

となっている。 

□職員一人ひとりが設定した目標について、中

間面接を行うなど、適切に進捗状況の確認が行

われている。 

□職員一人ひとりが設定した目標について、年

度当初・年度末（期末）面接を行うなど、目標

達成度の確認を行っている。 

 

 

 

C 

 

 

 

 

B 

 

・年に 1 回の施設長との職員面談では、面談アンケー

トにて昨年重点的に取り組んだこと、今年度取り組み

たいこと等について職員一人ひとりと確認し、今後の

方向性について共有しています。 

・必要に応じて、年に 1 回の施設長との職員面談の他

に数回の面談を実施し、適切な進捗状況等の確認の一

環となっています。その際に、各職員に期待される職

務内容について必要に応じて指示を行うこともあり

ます。 

・今後は、目標項目、目標水準、目標期限等を具体的

に定めた面談アンケート等を実施し、中間面接を行う

など、適切に進捗状況の確認が行われることが期待さ

れます。 

18 職員の教育・研修に関する基本

方針や計画が策定され、教育・研修が

実施されている。 

□保育所が目指す保育を実施するために、基本

方針や計画の中に、「期待する職員像」を明示

している。 

□現在実施している保育の内容や目標を踏ま

えて、基本方針や計画の中に、保育所が職員に

必要とされる専門技術や専門資格を明示して

いる。 

□策定された教育・研修計画にもとづき、教育・

研修が実施されている。 

□定期的に計画の評価と見直しを行っている。 

□定期的に研修内容やカリキュラムの評価と

 

 

 

C 

 

 

 

B 

・職員研修計画を作成し、計画には研修の目的・目標

及び具体的な研修計画予定が記載されています。研修

の目的・目標には、職員一人ひとりの倫理観、人間性

を高め保育所職員としての職務と責任を自覚する等、

園が目指す保育を実施するための期待する職員像が

明示されています。また、保育所全体の質の向上を図

るため、保育実践や研修を通して専門性や協働性を高

める等、園が職員に必要とする技術等について明示し

ています。 

・研修計画は年度ごとに見直しが実施され、作成され

ています。見直しの際は、職員からのヒアリングや昨

年度の研修内容等を踏まえ行っています。 

・研修受講後は研修報告書に研修内容をまとめ、全職

員が自由に閲覧できるようにするとともに、クラスミ
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見直しを行っている。 ーティング等で共有しています。 

19 職員一人ひとりの教育・研修の

機会が確保されている。 

□個別の職員の知識、技術水準、専門資格の取

得状況等を把握している。 

□新任職員をはじめ職員の経験や習熟度に配

慮した個別的な OJT が適切に行われている。 

□階層別研修、職種別研修、テーマ別研修等の

機会を確保し、職員の職務や必要とする知識・

技術水準に応じた教育・研修を実施している。 

□外部研修に関する情報提供を適切に行うと

ともに、参加を勧奨している。 

□職員一人ひとりが、教育・研修の場に参加で

きるよう配慮している。 

 

 

B 

 

 

 

B 

・新任職員に対して、6 か月間のトライアル研修を実

施するなど、職員の経験や習熟度に配慮した個別的な

OJT が適切に行われています。トライアル研修では、

経験年数が豊富な保育者と保育を一緒に行うことで、

業務の習熟度を向上させながら育成に努めています。 

・職員の職務や必要とする知識・技術水準に応じた教

育・研修内容について、年間の職員研修計画に記載さ

れるとともに、事務所に研修案内を掲示することで、

教育・研修の場に参加できるよう配慮されています。

今後は、年間の職員研修計画に記載された研修内容等

を職員一人ひとりの技術水準等に応じて定期的に受

講できる体制づくりが期待されます。 

（４） 実習生等の福祉サービスに関

わる専門職の研修・育成が適切に行わ

れている 

20 実習生等の保育に関わる専門職

の研修・育成について体制を整備し、

積極的な取組をしている。 

□実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成

に関する基本姿勢を明文化している。 

□実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成

についてのマニュアルが整備されている。 

□専門職種の特性に配慮したプログラムを用

意している。 

□指導者に対する研修を実施している。 

□実習生については、学校側と、実習内容につ

いて連携してプログラムを整備するとともに、

実習期間中においても継続的な連携を維持し

ていくための工夫を行っている。 

 

 

 

C 

 

 

 

 

 

C 

 

 

・開園 3 年目ということもあり、これまでに、実習生

等の受け入れは実施されていませんが、保育士養成校

に通学する学生の非常勤での採用等を行った実績が

あります。今後は、実習生等の保育に関わる専門職の

研修・育成についてのマニュアルを作成し、積極的な

取り組みが期待されます。 
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３ 運営の透明性の確保 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 運営の透明性を確保するため

の取組が行われている 

21 運営の透明性を確保するための

情報公開が行われている。 

□ホームページ等の活用により、法人、保育所

の理念や基本方針、保育の内容、事業計画、事

業報告、予算、決算情報が適切に公開されてい

る。 

□保育所における地域の福祉向上のための取

組の実施状況、第三者評価の受審、苦情・相談

の体制や内容について公表している。 

□第三者評価の受審結果、苦情・相談の体制や

内容にもとづく改善・対応の状況について公表

している。 

□法人（保育所）の理念、基本方針やビジョン

等について、社会・地域に対して明示・説明し、

法人（保育所）の存在意義や役割を明確にする

ように努めている。 

□地域へ向けて、理念や基本方針、事業所で行

っている活動等を説明した印刷物や広報誌等

を配布している。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・園のホームページでは、保育理念や方針、動画を使

用した園内の様子等の情報を発信しています。決算内

容等については、民間の信用調査会社等で公表するな

ど、運営の透明性を確保するための情報公開が行われ

ています。 

・苦情・相談の体制や内容については、重要事項説明

書に記載し保護者へ説明するとともに、園内に掲示し

ています。 

・多摩区子育て応援冊子に、園で実施している子育て

支援の内容について明示し、園の存在意義や役割を明

確にするよう努めています。冊子には、身体測定や体

操教室、親子リトミックや離乳食に関する相談会等の

実施について記載されています。また運営委員会で

は、地域代表として民生委員・児童委員の方が参加し、

現在の園の様子や予定等の情報共有を行っています。 

22 公正かつ透明性の高い適正な経

営・運営のための取組が行われてい

る。 

□保育所における事務、経理、取引等に関する

ルール、職務分掌と権限・責任が明確にされ、

職員等に周知している。 

□保育所における事務、経理、取引等について

内部監査を実施するなど、定期的に確認されて

いる。 

□保育所の事業、財務について、外部の専門家

による監査支援等を実施している。 

□外部の専門家による監査支援等の結果や指

摘事項にもとづいて、経営改善を実施してい

 

 

 

B 

 

 

 

A 

・保育所における事務、経理、取引等に関するルール

等については、職務分担表にて主な担当者が示され職

員に周知するとともに、経理規定において詳細な内容

が記載されています。 

・保育備品等の購入の際は、主任と園長に相談し、許

可を得た後に購入し、レシートと現金を交換する流れ

となっています。 

・保育所の事業、財務については、会計事務所及び社

会保険労務士事務所にて業務内容等のチェックを実

施するなど、外部の専門家による監査支援等を実施し

ています。 

・市の監査にて、指導項目が挙げられた際は、内容に

もとづいて業務の見直しを実施しています。 
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る。 

 

 

４ 地域との交流、地域貢献 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 地域との関係が適切に確保さ

れている 

23 子どもと地域との交流を広げる

ための取組を行っている。 

□地域との関わり方について基本的な考え方

を文書化している。 

□活用できる社会資源や地域の情報を収集し、

掲示板の利用等で保護者に提供している。 

□子どもの個別的状況に配慮しつつ地域の行

事や活動に参加する際、職員やボランティアが

支援を行う体制が整っている。 

□保育所や子どもへの理解を得るために、地域

の人々と子どもとの交流の機会を定期的に設

けるなどの取組を行っている。 

□個々の子ども・保護者のニーズに応じて、地

域における社会資源を利用するよう推奨して

いる。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

 

 

B 

 

 

・地域との関わり方については、全体的な計画の地域

との連携の項目にて、地域行事への参加や子育て支援

の内容等が記載されています。 

・区から発行される子育て情報等を園内に掲示すると

ともに区の情報誌等を玄関に置くことで、保護者に対

して地域で活用できる社会資源や地域の情報を提供

しています。 

・新型コロナウイルス感染症が流行する以前は、例年、

地域で実施される山車引き等の行事に職員が参加し

支援するなどの取り組みが行われていました。 

・地域の人々と子どもとの交流の機会として、商店街

で開催されるハロウィンイベントに参加するなどの

取り組みが実施されていました。また、定期的に区が

主催するあおぞら保育と呼ばれる行事等に参加し、地

域の方と体操やダンスをするなど交流の機会を設け

るなどの取り組みが行われています。 

・地域の保育所との交流として、新型コロナウイルス

感染症対策も踏まえ、「よく行く公園」「好きなおもち

ゃ」「好きな給食」等の情報を書面にて交換するなどの

取り組みを実施しています。 

24 ボランティア等の受入れに対す

る基本姿勢を明確にし体制を確立し

ている。 

□ボランティア受入れに関する基本姿勢を明

文化している。 

□地域の学校教育等への協力について基本姿

勢を明文化している。 

□ボランティア受入れについて、登録手続、ボ

ランティアの配置、事前説明等に関する項目が

記載されたマニュアルを整備している。 

□ボランティアに対して子どもとの交流を図

 

 

 

C 

 

 

 

B 

・月に２回、ボランティアによる絵本の読みきかせや、

わらべうたを楽しむ、おはなし会を開催しています。 

・現在は受け入れにあたってのマニュアルなどはあり

ません。今後、新たなボランティアの受け入れや、地

域との交流、近隣の学校との相互協力などを想定し、

マニュアルなどが整備されることを期待します。 
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る視点等で必要な研修、支援を行っている。 

□学校教育への協力を行っている。 

（２） 関係機関との連携が確保され

ている。 

25 保育所として必要な社会資源を

明確にし、関係機関等との連携が適切

に行われている。 

□当該地域の関係機関・団体について、個々の

子ども・保護者の状況に対応できる社会資源を

明示したリストや資料を作成している。 

□職員会議で説明するなど、職員間で情報の共

有化が図られている。 

□関係機関・団体と定期的な連絡会等を行って

いる。 

□地域の関係機関・団体の共通の問題に対し

て、解決に向けて協働して具体的な取組を行っ

ている。 

□地域に適当な関係機関・団体がない場合に

は、子ども・保護者のアフターケア等を含め、

地域でのネットワーク化に取り組んでいる。 

□家庭での虐待等権利侵害が疑われる子ども

への対応について、要保護児童対策地域協議会

への参画、児童相談所など関係機関との連携が

図られている。（保育所） 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

A 

・お散歩マニュアルを作成し、近隣の公園について写

真や特色等も踏まえまとめています。また、保護者が

役所に提出する書類について、提出先や書類名等を一

覧にし、保護者からの質問を受けた際に、一覧に沿っ

て返答するなどの取り組みが行われています。これら

の内容は職員会議等で職員と共有が図られています。 

・関係機関や団体等と状況に応じてケース検討会を実

施しています。検討会では、児童虐待や配慮が必要な

子どもに対するかかわり方などについて検討し具体

的な対応につなげています。 

・地域の民生委員・児童委員や自治会役員、役所等の

関係機関とのネットワークを活かし、共通の問題に対

して具体的な取り組みにつなげています。一例とし

て、地域でのごみ収集方法について検討し、夜間の回

収や業者への委託等の取り組みを行いました。 

・家庭での虐待等権利侵害が疑われる子どもへの対応

について、区の担当課との連携や児童相談所との連携

体制があります。 

 

（３） 地域の福祉向上のための取組

を行っている。 

26 地域の福祉ニーズ等を把握する

ための取組が行われている。 

□保育所（法人）が実施する事業や運営委員会

の開催、関係機関・団体との連携、地域の各種

会合への参加、地域住民との交流活動などを通

じて、地域の福祉ニーズや生活課題等の把握に

努めている。 

 

 

C 

 

 

 

B 

 

・運営委員会に、地域の民生委員・児童委員が参加す

ることで、地域の福祉ニーズ等の把握につなげていま

す。具体的な地域の福祉ニーズや生活課題等として、

新型コロナウイルス感染症対策に伴う、地域行事の縮

小による子育て家庭の地域での関わりの機会の必要

性等について把握しています。 

27 地域の福祉ニーズ等にもとづく

公益的な事業・活動が行われている。 

□把握した福祉ニーズ等にもとづいて、法で定

められた社会福祉事業にとどまらない地域貢

献に関わる事業・活動を実施している。 

 

 

 

 

・把握した地域の福祉ニーズにもとづき、親子で参加

できるリトミック講座や体操教室を開催しています。

また、看護師による育児相談や栄養士による離乳食相

談を企画していましたが、新型コロナウイルス感染症

対策を踏まえ、今年度は実施を見送りました。 



24 

 

□把握した福祉ニーズ等にもとづいた具体的

な事業・活動を、計画等で明示している。 

□多様な機関等と連携して、社会福祉分野のみ

ならず、地域コミュニティの活性化やまちづく

りなどにも貢献している。 

□保育所（法人）が有する福祉サービスの提供

に関するノウハウや、専門的な情報を、地域に

還元する取組を積極的に行っている。 

□地域の防災対策や、被災時における福祉的な

支援を必要とする人びと、住民の安全・安心の

ための備えや支援の取組を行っている。 

C 

 

B 

 

・新型コロナウイルス感染症の影響で売り上げ減少に

直面した地域商店街のパン製造業者支援策として、園

でパンの販売協力を実施するなどの取り組みを行い

ました。 

 

 

Ⅲ 適切な福祉サービスの実施 

１ 利用者本位の福祉サービス 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 利用者を尊重する姿勢が明示

されている 

28 子どもを尊重した保育について

共通の理解をもつための取組を行っ

ている。 

□理念や基本方針に、子どもを尊重した保育の

実施について明示し、職員が理解し実践するた

めの取組を行っている。 

□子どもを尊重した保育の提供に関する「倫理

綱領」や規程等を策定し、職員が理解し実践す

るための取組を行っている。 

□子どもを尊重した保育に関する基本姿勢が、

個々の保育の標準的な実施方法等に反映され

ている。 

□子どもの尊重や基本的人権への配慮につい

て、組織で勉強会・研修を実施している。 

□子どもの尊重や基本的人権への配慮につい

て、定期的に状況の把握・評価等を行い、必要

な対応を図っている。 

 

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 

・子どもを尊重した保育について、子どもの人権に関

するチェックリストを全職員で実施し、グループ討論

会を行うことで、職員が理解し実践するための取り組

みにつなげています。検討された内容については、「子

どもの人権を尊重する保育の中で特に難しいと感じ

るところ、園の弱点、課題」と「具体的な対応策、改

善点」としてまとめられ、保育の標準的な実施方法等

に反映されています。 

・子どもが互いを尊重する心を育てるための取り組み

の一環として、朝や夕方の異年齢での合同保育の際に

幼児を対象にことばの教育を実施しています。具体的

には、言われて嬉しい言葉等を「ふわふわことば」と

し、言われて嫌な気持ちになる言葉を「ちくちくこと

ば」とし、わかりやすく伝えています。また、帰りの

会ではその日の当番の良かった点等を褒めるなどの

取り組みも実施されています。 

・性差への先入観による固定的な対応をしないことに

ついて、明文化はされていませんが、日ごろの保育の

中で配慮されています。また、子どもの人権、文化の
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□子どもが互いを尊重する心を育てるための

具体的な取組を行っている。（保育所） 

□性差への先入観による固定的な対応をしな

いように配慮している。（保育所） 

□子どもの人権、文化の違い、互いに尊重する

心について、その方針等を保護者に示すととも

に、保護者も理解を図る取組を行っている。（保

育所） 

 

 

違い、互いに尊重する心については、重要事項説明書

の施設の目的及び運営の方針に関連する内容が記載

されています。これらの内容については、行事等の挨

拶の際に保護者に伝えることもあります。 

29 子どものプライバシー保護に配

慮した保育が行われている。 

□子どものプライバシー保護について、社会福

祉事業に携わる者としての姿勢・責務等を明記

した規程・マニュアル等が整備され、職員への

研修によりその理解が図られている。 

□規程・マニュアル等にもとづいて、プライバ

シーに配慮した福祉サービスが実施されてい

る。 

□一人ひとりの子どもにとって、生活の場にふ

さわしい快適な環境を提供し、子どものプライ

バシーを守れるよう設備等の工夫を行ってい

る。 

□子ども・保護者にプライバシー保護に関する

取組を周知している。 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・子どものプライバシー保護に配慮した保育について

は、個人情報取り扱い規定等に定められ、職員への周

知に取り組んでいます。 

・おむつ交換の際は、送迎の保護者等に見えない時間

帯や場所に配慮し実施しています。また、幼児の着替

えの際はタオル内での着脱方法を教えたり、カーテン

で仕切りを作り、男女を分けて着替えるなどの取り組

みが実施されています。 

・保護者に対して、重要事項説明書にて個人情報の取

り扱いについて説明し、写真使用承諾書を得るなど、

プライバシー保護に関する取り組みを実施していま

す。 

（２） 福祉サービスの提供に関する

説明と同意（自己決定）が適切に行わ

れている 

30 利用希望者に対して保育所選択

に必要な情報を積極的に提供してい

る。 

□理念や基本方針、保育の内容や保育所の特性

等を紹介した資料を、公共施設等の多くの人が

入手できる場所に置いている。 

□保育所を紹介する資料は、言葉遣いや写真・

図・絵の使用等で誰にでもわかるような内容に

している。 

□保育所の利用希望者については、個別にてい

ねいな説明を実施している。 

□見学等の希望に対応している。 

 

 

 

B 

 

 

 

A 

・入園パンフレット等を、区の担当課に置くなど、多

くの人が園についての情報を入手できるよう努めて

います。また、ホームページでは、園の理念や方針、

保育内容を伝えるとともに、動画にて園内を紹介する

などの取り組みも行われています。 

・入園案内等の園を紹介する資料は、毎年見直しを行

い、園の実態と併せた正確な情報発信につなげていま

す。 

・保育所の利用希望者については、新型コロナウイル

ス感染症対策を踏まえ、Zoom を使用した見学会を実

施しています。その際は、映像を通しての園内の紹介

をはじめ、園の保育内容等について、個別にていねい

な説明を行っています。 

・利用希望者に対する情報提供について、ホームペー

ジ内の動画にて園内を閲覧できるようにするなど、適
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□利用希望者に対する情報提供について、適宜

見直しを実施している。 

宜見直しを実施し、誰にでもわかるような内容にする

ための工夫をしています。 

31 保育の開始・変更にあたり保護

者等にわかりやすく説明している。 

□保育の開始及び保育内容の変更時の説明と

同意にあたっては、保護者等の意向に配慮して

いる。 

□保育の開始・変更時には、保護者等がわかり

やすいように工夫した資料を用いて説明して

いる。 

□説明にあたっては、保護者等が理解しやすい

ような工夫や配慮を行っている。 

□保育の開始・変更時には、保護者等の同意を

得たうえでその内容を書面で残している。 

□特に配慮が必要な保護者への説明について

ルール化され、適正な説明、運用が図られてい

る。 

 

 

 

B 

 

 

 

 

A 

・保育の開始にあたっては、入園内定者全員に対し入

園面談を実施し重要事項説明書について説明すると

ともに、入園の際に保護者に提出いただく児童票や利

用契約書、個人情報使用同意書等の説明も行っていま

す。 

・重要事項説明書の変更の際は、保護者負担の内容の

見直し等、変更内容によっては市と協議したうえで変

更し、新たに保護者に説明した上で、同意書を得てい

ます。 

・食物アレルギーの対応については、市のアレルギー

対応に準じて、「除去食申請書に対する主治医の意見

書」「除去食変更（解除）・継続申請書」について説明

し、保護者が園に必要書類を提出しています。園は、

半年に１回の頻度でこれらの必要書類を市に提出し

ています。 

32 保育所等の変更にあたり保育の

継続性に配慮した対応を行っている。 

□保育所等の変更にあたり、保育の継続性に配

慮した手順と引継ぎ文書を定めている。 

□保育所の利用が終了した後も、保育所として

子どもや保護者等が相談できるように担当者

や窓口を設置している。 

□保育所の利用が終了した時に、子どもや保護

者等に対し、その後の相談方法や担当者につい

て説明を行い、その内容を記載した文書を渡し

ている。 

 

 

B 

 

 

B 

・保育所の変更にあたっては、必要に応じて転園先と

の情報共有を行っています。 

・卒園や転園など保育所の利用が終了した後の相談方

法や担当者について、文書化はしていませんが、法人

が実施する習字教室や体操教室に卒園児も通ってい

ることから、子どもや保護者等が相談できるつながり

があります。 

（３） 利用者満足の向上に努めてい

る 

33 利用者満足の向上を目的とする

仕組みを整備し、取組を行っている。 

□日々の保育のなかで、子どもの満足を把握す

るように努めている。（保育所） 

□保護者に対し、利用者満足に関する調査が定

期的に行われている。 

□保護者への個別の相談面接や聴取、保護者懇

談会が、利用者満足を把握する目的で定期的に

 

 

 

B 

 

 

 

A 

・日々の保育の中で、子どもの様子を観察し、子ども

の満足を把握するよう努めています。保護者に対して

は送迎の際のコミュニケーションや連絡帳、また行事

後のアンケート等を通して、利用者満足の把握に努め

ています。 

・年に 2 回の個人面談の実施や、新型コロナウイルス

感染症が流行する以前には例年、懇親会や役員会を実

施するなど、利用者満足を把握する目的の定期的な機

会が設けられています。 

・保護者会を実施し、会には職員が出席することで利
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行われている。 

□職員等が、利用者満足を把握する目的で、保

護者会等に出席している。 

□利用者満足に関する調査の担当者等の設置

や、把握した結果を分析・検討するために、検

討会議の設置等が行われている。 

□分析・検討の結果にもとづいて具体的な改善

を行っている。 

用者満足を把握することに努めています。また、把握

された内容について、検討し、具体的な改善につなげ

ています。一例として、午睡で使用するシーツの交換

日や方法等について改善が行われました。 

（４） 利用者が意見等を述べやすい

体制が確保されている 

34 苦情解決の仕組みが確立してお

り、周知・機能している。 

□苦情解決の体制（苦情解決責任者の設置、苦

情受付担当者の設置、第三者委員の設置）が整

備されている。 

□苦情解決の仕組みをわかりやすく説明した

掲示物が掲示され、資料を保護者等に配布し説

明している。 

□苦情記入カードの配布やアンケート（匿名）

を実施するなど、保護者等が苦情を申し出しや

すい工夫を行っている。 

□苦情内容については、受付と解決を図った記

録を適切に保管している。 

□苦情内容に関する検討内容や対応策につい

ては、保護者等に必ずフィードバックしてい

る。 

□苦情内容及び解決結果等は、苦情を申し出た

保護者等に配慮したうえで、公表している。 

□苦情相談内容にもとづき、保育の質の向上に

関わる取組が行われている。 

 

 

 

B 

 

 

 

 

A 

 

・苦情解決の体制として、施設長を苦情・相談解決責

任者とし、主任を苦情・相談受付担当者として設置し、

第三者委員も含め重要事項説明書に記載されるとと

もに園内に掲示し、保護者等に周知しています。 

・現時点では、苦情の申し出はありませんが、苦情内

容に関する検討内容や対応策については、職員会議等

で周知し、検討された内容について保護者に説明する

体制が整えられています。 

・玄関には意見箱が設置され、保護者等が苦情を申し

出しやすい工夫につなげています。 

 

35 保護者が相談や意見を述べやす

い環境を整備し、保護者等に周知して

いる。 

□保護者が相談したり意見を述べたりする際

に、複数の方法や相手を自由に選べることをわ

かりやすく説明した文書を作成している。 

□保護者等に、その文章の配布やわかりやすい

場所に掲示する等の取組を行っている。 

 

 

B 

 

 

A 

・保護者が相談したり意見を述べたりする際の方法に

ついて、重要事項説明書に苦情・要望等に係る窓口に

ついて記載するとともに、園内に掲示しています。 

・保護者が相談しやすく、意見を述べやすいスペース

として面談室を設けています。面談室は個室となって

いるとともに、レースカーテンを使用し外部から見ら

れないようにする工夫を行うなどの配慮がされてい

ます。 
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□相談をしやすい、意見を述べやすいスペース

の確保等の環境に配慮している。 

36 保護者からの相談や意見に対し

て、組織的かつ迅速に対応している。 

□職員は、日々の保育の提供において、保護者

が相談しやすく意見を述べやすいように配慮

し、適切な相談対応と意見の傾聴に努めてい

る。 

□意見箱の設置、アンケートの実施等、保護者

の意見を積極的に把握する取組を行っている。 

□相談や意見を受けた際の記録の方法や報告

の手順、対応策の検討等について定めたマニュ

アル等を整備している。 

□職員は、把握した相談や意見について、検討

に時間がかかる場合に状況を速やかに説明す

ることを含め迅速な対応を行っている。 

□意見等にもとづき、保育の質の向上に関わる

取組が行われている。 

□対応マニュアル等の定期的な見直しを行っ

ている。 

 

 

 

B 

 

 

 

 

A 

 

・職員は保護者が相談しやすく意見を述べやすいよ

う、日ごろの送迎時にコミュニケーションを取り、情

報共有等を行っています。また、ハグノートと呼ばれ

る電子媒体を使用した連絡帳でのやり取りを通して、

適切な相談対応と意見の傾聴に努めています。 

・相談や意見を受けた際の記録の方法や報告の手順、

対応策の検討等については、苦情処理解決マニュアル

に記載されています。相談や意見を受けた職員は園長

と主任に報告するとともに、職員会議等において職員

間で共有し迅速な対応に努めています。 

・保護者の意見にもとづき、保育の質の向上に関わる

取り組みが実施されています。一例として、午睡時間

の調整や新型コロナウイルス感染症対策での登園自

粛期間中の行事の実施の有無等について検討し、具体

的な取り組みにつなげています。 

 

（５） 安心・安全な福祉サービスの

提供のための組織的な取組が行われ

ている 

37 安心・安全な福祉サービスの提

供を目的とするリスクマネジメント

体制が構築されている。 

□リスクマネジメントに関する責任者の明確

化（リスクマネジャーの選任・配置）、リスクマ

ネジメントに関する委員会を設置するなどの

体制を整備している。 

□事故発生時の対応と安全確保についての責

任、手順（マニュアル）等を明確にし、職員に

周知している。 

□子どもの安心と安全を脅かす事例の収集が

積極的に行われている。 

□収集した事例をもとに、職員の参画のもとで

発生要因を分析し、改善策・再発防止策を検討・

実施する等の取組が行われている。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

B 

・リスクマネジメントに関する委員会として、安全衛

生・防災環境委員会を設置し、毎月の避難訓練の後に

検討会を実施し、園内の環境の見直しや防災対策等を

行うなどリスクマネジメント体制が整えられていま

す。 

・事故発生時の対応と安全確保についての責任、手順

等については事故発生対応マニュアル等で明確にし、

職員への周知に努めています。 

・子どもの安心と安全を脅かす事例の収集について

は、ヒヤリハット検証記録や事故発生報告書を記載

し、記載内容を事務室に掲示するとともに、具体的な

改善策の実践に取り組んでいます。今後は、実践され

た内容について職員会議等で振り返り、全職員で周知

していくことに取り組む予定です。 

・職員に対して、安全確保・事故防止に関する研修と

して、看護師による嘔吐処理の方法、誤飲対応等の研

修を行っています。また、救命救急対応研修等も行っ

ています。 
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□職員に対して、安全確保・事故防止に関する

研修を行っている。 

□事故防止策等の安全確保策の実施状況や実

効性について、定期的に評価・見直しを行って

いる。 

38 感染症の予防や発生時における

子どもの安全確保のための体制を整

備し、取組を行っている。 

□感染症対策について、責任と役割を明確にし

た管理体制が整備されている。 

□感染症の予防と発生時等の対応マニュアル

等を作成し、職員に周知徹底している。 

□担当者等を中心にして、定期的に感染症の予防

や安全確保に関する勉強会等を開催している。 

□感染症の予防策が適切に講じられている。 

□感染症の発生した場合には対応が適切に行

われている。 

□感染症の予防と発生時等の対応マニュアル

等を定期的に見直している。 

□保護者への情報提供が適切になされている。

（保育所） 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・感染症対策について、健康管理マニュアルや職務分

担表等を通して、責任と役割を明確にし、管理体制を

整備しています。 

・感染症の予防と発生時等の対応マニュアルについて

は、新しい生活様式に配慮した保育事例集（新型コロ

ナウイルス感染症対策）や健康管理マニュアル、感染

症対策マニュアル、感染症及び体調不良時の登園基準

について等を作成し、職員に周知しています。 

・感染症の予防策として、看護師による職員への新型

コロナウイルス感染症対策の研修や、子どもたちへの

手洗い指導等を行っています。また、保健だより等を

通して保護者にも感染症に関する事項の周知に努め

ています。 

・感染症が発生した場合には、対象児を迎えまで別室

にて休養させるとともに、受け渡しの際は看護師、担

当者により状態を説明します。感染症に関しては、感

染症名と人数等を玄関に掲示するとともに、ハグノー

トと呼ばれる電子媒体を通して、保護者へ情報提供を

行っています。 

39 災害時における子どもの安全確

保のための取組を組織的に行ってい

る。 

□災害時の対応体制が決められている。 

□立地条件等から災害の影響を把握し、建物・

設備類、保育を継続するために必要な対策を講

じている。 

□子ども、保護者及び職員の安否確認の方法が

決められ、すべての職員に周知されている。 

□食料や備品類等の備蓄リストを作成し、管理

者を決めて備蓄を整備している。 

□防災計画等整備し、地元の行政をはじめ、消

防署、警察、自治会、福祉関係団体等と連携す

るなど、体制をもって訓練を実施している。 

 

 

 

B 

 

 

 

B 

・災害時における子どもの安全確保のための取り組み

として、防災マニュアル非常災害対策計画書、避難訓

練計画書等を作成するとともに、災害時の対応体制が

決められています。 

・室内には耐震ラッチや滑り止めシートによる落下防

止等を行うなどの対策を講じています。また、毎月の

避難訓練の後に、安全衛生・防災環境委員会を開催し、

園内環境の見直し等を行っています。 

・子ども、保護者及び職員の安否確認の方法について

入園案内に記載し説明しています。また、年に２回、

災害用伝言ダイヤル訓練を実施し、安否確認の方法に

ついて周知を図っています。 

・食料や備品類等については、安全衛生・防災環境委

員により、年１回の防災品整備や、毎月の避難訓練後
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に各クラスに常備している避難リュックの防災品の

確認等を行っています。備蓄については、備蓄リスト

を作成し栄養士が管理しています。 

 

 

２ 福祉サービスの質の確保 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 提供する福祉サービスの標準

的な実施方法が確立している 

40 保育について標準的な実施方法

が文書化され保育が提供されている。 

□標準的な実施方法が適切に文書化されてい

る。 

□標準的な実施方法には、子どもの尊重、プラ

イバシーの保護や権利擁護に関わる姿勢が明

示されている。 

□標準的な実施方法について、研修や個別の指

導等によって職員に周知徹底するための方策

を講じている。 

□標準的な実施方法にもとづいて実施されて

いるかどうかを確認する仕組みがある。 

□標準的な実施方法により、保育実践が画一的

なものとなっていない。（保育所） 

 

 

 

B 

 

 

 

B 

 

 

・標準的な実施方法については、文書化されていませ

んが、OJT による職員相互の確認や、実践方法の共有

を図っています。また、働き方改革委員会では、職員

の意見を踏まえ、年度ごとに実施方法が変わらないよ

う、統一した実施方法の文書化に取り組んでいます。 

・子どもの尊重、プライバシーの保護や権利擁護に関

わる姿勢については、重要事項説明書に記載されると

ともに、子どもの人権チェックリスト等を通して確認

しています。 

・標準的な実施方法については、職員会議や全体ミー

ティング等を通して職員に周知するための方策を講

じています。今後は、標準的な実施方法にもとづいて

実施されているかどうかを確認する仕組みづくりが

期待されます。 

41 標準的な実施方法について見直

しをする仕組みが確立している。 

□保育の標準的な実施方法の検証・見直しに関

する時期やその方法が組織で定められている。 

□保育の標準的な実施方法の検証・見直しが定

期的に実施されている。 

□検証・見直しにあたり、指導計画の内容が必

要に応じて反映されている。 

□検証・見直しにあたり、職員や保護者等から

の意見や提案が反映されるような仕組みにな

っている。 

 

 

 

B 

 

 

 

B 

・標準的な実施方法の検証・見直しについては、働き

方改革委員会、食育・給食委員会、安全衛生・防災環

境委員会等で見直されるとともに、全職員で取り組

む、人権チェックリスト等を通して行われています。 

・年間行事等については、全体ミーティング等を通し

て定期的に反省する機会が設けられ、次年度の計画に

反映されています。 

・検証・見直しにあたっては、日ごろの職員の意見を

取り入れたり、午睡時間や午睡で使用するシーツの交

換方法など、保護者からの意見も反映されたりするよ

うな仕組みとなっています。 
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（２） 適切なアセスメントにより福

祉サービス実施計画が策定されてい

る 

42 アセスメントにもとづく指導計

画を適切に策定している。 

□指導計画策定の責任者を設置している。 

□アセスメント手法が確立され、適切なアセス

メントが実施されている。 

□さまざまな職種の関係職員、必要に応じて保

育所以外の関係者が参加して、アセスメント等

に関する協議を実施している。 

□全体的な計画にもとづき、指導計画が策定さ

れている。（保育所） 

□子どもと保護者等の具体的なニーズ等が、個

別の指導計画等に明示されている。（保育所） 

□計画の策定にあたり、さまざまな職種の関係

職員、必要に応じて保育所以外の関係者が参加

しての合議、保護者の意向把握と同意を含んだ

手順を定めて実施している。 

□指導計画にもとづく保育実践について、振返

りや評価を行う仕組みが構築され、機能してい

る。（保育所） 

□支援困難ケースへの対応について検討し、積

極的かつ適切な保育の提供が行われている。 

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

B 

・アセスメントにもとづく指導計画の策定について

は、クラス担任が作成し主任が確認しています。主任

は必要に応じて指導計画内容について職員と振り返

る機会を設けたり、職員会議等を通して確認していま

す。 

・アセスメント手法として、入園前については、児童

票や健康記録表、生活表等を通して確認するとともに

入園前面談にて情報を共有しています。入園後は、

日々の子どもの様子の観察や個人記録、保育日誌等を

通して行っています。 

・アセスメントの際は、看護師や栄養士などの職種が

参加するとともに、必要に応じて児童相談所や区の担

当課、療育機関とケース会議を実施しています。 

・全体的な計画にもとづき、各種指導計画が策定され

ています。指導計画については、ホイシスと呼ばれる

電子媒体を通して全職員で情報共有しています。今後

は、指導計画にもとづく保育実践について、振返りや

評価を行う仕組みづくりが期待されます。 

 

43 定期的に指導計画の評価・見直

しを行っている。 

□指導計画の見直しについて、見直しを行う時

期、検討会議の参加職員、保護者の意向把握と

同意を得るための手順等、組織的な仕組みを定

めて実施している。 

□見直しによって変更した指導計画の内容を、

関係職員に周知する手順を定めて実施してい

る。 

□指導計画を緊急に変更する場合の仕組みを

整備している。 

□指導計画の評価・見直しにあたっては、標準

的な実施方法に反映すべき事項、子ども・保護

 

 

 

C 

 

 

 

B 

・各種指導計画については、必要に応じて協議し見直

しが行われています。見直しの際は、具体的な保育内

容にもとづいて振り返りが行われています。現時点で

は、各種指導計画について、見直しを行う時期や周知

する方法については体系化されていません。今後は、

体系的に見直す時期を定め、職員間で周知することで

さらなる理念の実現に向けた取り組みが期待されま

す。 

・指導計画を緊急に変更する際は、内容に応じて事前

に園長、主任に相談し、変更する仕組みとなっていま

す。 
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者のニーズ等に対する保育・支援が十分ではな

い状況等、保育の質の向上に関わる課題等が明

確にされている。 

□評価した結果を次の指導計画の作成に生か

している。（保育所） 

（３） 福祉サービス実施の記録が適

切に行われている 

44 子どもに関する保育の実施状況

の記録が適切に行われ、職員間で共有

化されている。 

□子どもの発達状況や生活状況等を、保育所が

定めた統一した様式によって把握し記録して

いる。 

□個別の指導計画等にもとづく保育が実施さ

れていることを記録により確認することがで

きる。 

□記録する職員で記録内容や書き方に差異が

生じないように、記録要領の作成や職員への指

導等の工夫をしている。 

□保育所における情報の流れが明確にされ、情

報の分別や必要な情報が的確に届くような仕

組みが整備されている。 

□情報共有を目的とした会議の定期的な開催

の取組がなされている。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

A 

・子どもの発達状況や生活状況等については、ハグノ

ートと呼ばれる保護者との情報共有のための電子媒

体や個人記録、保育記録、保健記録等を通して行って

います。 

・個別の指導計画には、養護面と教育面においての一

人ひとりの子どもの発達の様子や興味関心、体調等が

記載され、個別の指導計画等にもとづく保育が実施さ

れていることを記録により確認することができます。 

・記録する職員で記録内容や書き方に差異が生じない

ように、職員一人ひとりの個性を生かしつつ、必要に

応じて主任が助言しています。 

・毎日の職員会議の実施や月１回のクラス会議や全体

ミーティング、また年に数回行われる担任会議など、

情報共有を目的とした会議が定期的に開催されてい

ます。 

45 子どもに関する記録の管理体制

が確立している。 

□個人情報保護規程等により、子どもの記録の

保管、保存、廃棄、情報の提供に関する規定を

定めている。 

□個人情報の不適正な利用や漏えいに対する

対策と対応方法が規定されている。 

□記録管理の責任者が設置されている。 

□記録の管理について個人情報保護の観点か

ら、職員に対し教育や研修が行われている。 

□職員は、個人情報保護規程等を理解し、遵守

している。 

□個人情報の取扱いについて、保護者等に説明

している。 

 

 

 

B 

 

 

 

A 

・個人情報の取り扱いについては、園の規程の中に記

載され、入社時に説明しています。規程には、書類の

持ち出しの禁止や、保管、廃棄方法などについて定め

られています。 

・個人情報の不適正な利用や漏えいに対する対策と対

応方法について、就業規則の個人情報の取り扱いで規

定しています。記録管理の責任者を園長とし、実務は

事務職員等が行っています。帳票類は必要に応じ、デ

ジタル化しハードディスクに保管しています。 

・個人情報の取り扱いについて、入園の際に重要事項

説明書等を使用し保護者に説明するとともに、個人情

報取り扱いに関する同意書、ホームページ写真使用の

承諾書を得ています。 
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内容評価基準（20 項目）A－Ⅰ 保育内容 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－１－(１)  全体的な計画の作成

1．保育所の理念、保育の方針や目標

に基づき、子どもの心身の発達や家庭

及び地域の実態に応じて全体的な計

画を作成している。 

□全体的な計画は、児童憲章、児童の権利に関

する条約、児童福祉法、保育所保育指針などの

趣旨をとらえて作成している。 

□全体的な計画は、保育所の理念、保育の方針

や目標に基づいて作成している。 

□全体的な計画は、子どもの発達過程、子ども

と家庭の状況や保育時間、地域の実態などを考

慮して作成している。 

□全体的な計画は、保育に関わる職員が参画し

て作成している。 

□全体的な計画は、定期的に評価を行い、次の

作成に生かしている。 

 

 

 

B 

 

 

 

 

B 

 

 

・全体的な計画は、保育所の理念、保育の方針や目標

に基づいて作成されるとともに、自然豊かな周辺環境

や地域行事等を踏まえるなど、地域の実態などを考慮

して作成されています。 

・全体的な計画は、毎年２月の下旬ごろに主任が骨組

みを作成しています。作成の際は、市の監査等の指摘

内容を反映させています。反映された計画は、園長と

共有し、職員に配布するとともに、職員からの意見を

募り完成させています。今後は、さらなる職員参画の

もとで全体的な計画が作成されることが望まれます。 

 

 

 

 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－１－(２)  環境を通して行う保

育、養護と教育の一体的展開 

2．生活にふさわしい場として、子ど

もが心地よく過ごすことのできる環

境を整備している。 

□室内の温度、湿度、換気、採光、音などの環

境は、常に適切な状態に保持している。 

□保育所内外の設備・用具や寝具の衛生管理に

努めている。 

□家具や遊具の素材、配置等の工夫をしてい

る。 

□一人ひとりの子どもが、くつろいだり、落ち

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

B 

・室内の温度、湿度、採光等については温湿度計で確

認し、必要に応じてこまめに調節しています。保育所

内外の設備・用具や寝具の衛生管理については、安全

点検チェックシートの使用や月数回の寝具の日干し

などを行っています。清掃消毒作業については、事業

計画にも記載され、学生の非常勤職員を採用し重点的

に行っています。 

・子どもの生活動線に合わせて、ロッカー等の家具の

配置の工夫をしています。また、３歳児～５歳児が過

ごす部屋では、子どもが遊具を取りやすいように配置

したり、活動に応じてカーテンで仕切りを作るなどの

工夫をしています。 
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着ける場所がある。 

□食事や睡眠のための心地よい生活空間が確

保されている。 

□手洗い場、トイレは、明るく清潔で、子ども

が利用しやすい設備を整え、安全への工夫がさ

れている。 

・一人ひとりの子どもが、くつろいだり、落ち着ける

よう、室内にマットを敷いたり、カーテンを用いた空

間づくりをしたりしています。また、廊下には丸太の

椅子を置いた場所づくりなどを行っています。 

・食事のスペースと午睡のスペースを分けることで、

一人ひとりの子どもが自分のペースで生活できるよ

う工夫しています。 

・掃除チェック表や掃除マニュアルを使用し、手洗い

場、トイレは常に明るく清潔で、子どもが利用しやす

いよう整えています。 

3．一人ひとりの子どもを受容し、子

どもの状態に応じた保育を行ってい

る。 

□子どもの発達と発達過程、家庭環境等から生

じる一人ひとりの子どもの個人差を十分に把

握し、尊重している。 

□子どもが安心して自分の気持ちを表現でき

るように配慮し、対応している。 

□自分を表現する力が十分でない子どもの気

持ちをくみとろうとしている。 

□子どもの欲求を受け止め、子どもの気持ちに

そって適切に対応している。 

□子どもに分かりやすい言葉づかいで、おだや

かに話している。 

□せかす言葉や制止させる言葉を不必要に用

いないようにしている。 

 

 

 

B 

 

 

 

B 

・保護者との情報共有のための電子媒体であるハグノ

ートや個人面談等を通して、子どもの発達と発達過

程、家庭環境等から生じる一人ひとりの子どもの個人

差の把握に努めています。 

・自分を表現する力が十分でない子どもの気持ちを汲

み取るため、保育者と１対１での関わりを大切にして

います。その際は、子どもの目線で向き合い、語り掛

ける時間を大切にしています。 

・子どもの人権を尊重した言葉づかいに配慮していま

す。具体的には、子どもの意欲が湧くような言葉づか

いや、「走っちゃダメ」でなく「歩こうね」などの肯定

的な言葉づかいを職員同士で学び合い、実践につなげ

ています。また、毎年、全職員で取り組んでいる、子

どもの人権チェックリストを通して、言葉づかいも含

め、具体的な対応策や改善点を挙げ、実践につなげて

います。今後も引き続き実践していくことで、さらな

る研鑽が期待されます。 

4．子どもが基本的な生活習慣を身に

つけることができる環境の整備、援助

を行っている。 

□一人ひとりの子どもの発達に合わせて、生活

に必要な基本的な生活習慣を身につけられる

よう配慮している。 

□基本的な生活習慣の習得にあたっては、子ど

もが自分でやろうとする気持ちを尊重して援

助を行っている。 

□基本的な生活習慣の習得にあたっては、強制

することなく、一人ひとりの子どもの主体性を

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・家庭でのトイレトレーニングの状況や着脱の様子、

箸の使用など、一人ひとりの子どもの様子を把握した

うえで、子どもの発達に合わせて、生活に必要な基本

的な生活習慣を身につけられるよう、必要に応じた援

助をしています。 

・子どもが自分でやろうとする気持ちを尊重し、自分

でできるよう段階的に援助するとともに、自分ででき

た際は、ごほうびシールを貼るなどして、一人ひとり

の子どもが意欲的に取り組める工夫を実施していま

す。 

・基本的な生活習慣を身につけることの大切さについ
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尊重している。 

□一人ひとりの子どもの状態に応じて、活動と

休息のバランスが保たれるように工夫してい

る。 

□基本的な生活習慣を身につけることの大切

さについて、子どもが理解できるように働きか

けている。 

て、子どもたちが理解できるよう食育活動や保健指導

を行っています。食育活動では、年間での食育計画・

調理保育の計画が立てられ、その中で、三色食品群の

ボードと食材のマグネットを使用し、食材に興味が持

てるよう工夫することで、基本的な食習慣等の理解に

つなげています。また、保健指導では、健康管理年間

計画票に沿って、季節に応じた衣服の調節や食事、睡

眠、休養等の生活リズムの大切さについて、子どもが

理解できるよう働きかけています。 

5．子どもが主体的に活動できる環境

を整備し、子どもの生活と遊びを豊か

にする保育を展開している。 

□子どもが自主的・自発的に生活と遊びができ

る環境を整備している。 

□子どもが自発性を発揮できるよう援助して

いる。 

□遊びの中で、すすんで身体を動かすことがで

きるよう援助している。 

□戸外で遊ぶ時間や環境を確保している。 

□生活と遊びを通して、友だちなどと人間関係

が育まれるよう援助している。 

□子どもたちが友だちと協同して活動できる

よう援助している。 

□社会的ルールや態度を身につけていくよう

配慮している。 

□身近な自然とふれあうことができるよう工

夫している。 

□地域の人たちに接する機会、社会体験が得ら

れる機会を設けている。 

□様々な表現活動が自由に体験できるよう工

夫している。 

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

B 

・子どもが自主的・自発的に遊ぶことが出来るよう、

ままごとの玩具や絵本などを設定するとともに、子ど

もの「やりたい遊び」を聞き、ブロックや塗り絵など

状況に応じて子どもと相談しながら遊ぶ内容を決め

ています。 

・園では 2 歳児以上の子どもを対象とした、週 1 回の

体操教室に取り組むとともに、4 歳児以上の子どもを

対象に月 2 回のリトミックに取り組むなど、すすんで

身体を動かす機会を取り入れています。 

・子どもが協同して活動できる機会として、お店屋さ

んごっこ等の活動を行っています。お店屋さんごっこ

ではお店屋さんごっこの日を設け、りんご飴、綿あめ、

アイスクリーム、クレープ等を製作し、買い手と売り

手に分かれてごっこ遊びを楽しんでいます。また模造

紙に手形で木を象り、折り紙でカブトムシを折り貼っ

てみたり、スポンジに絵具をしみこませ、模造紙に海

を描き、タコやサンダルなど製作したものを貼ってみ

たりするなど子どもたちが協同して活動できるよう

援助しています。 

・近隣に流れる川や緑豊かな自然環境の中で、水や土、

植物を使った遊び、また虫の観察など身近な自然とふ

れあうことができるよう工夫しています。 

・例年、商店街で開催されるハロウィンイベントやお

祭りの山車引きなどに参加し、地域の人たちに接する

機会、社会体験が得られる機会を設けています。 

・様々な表現活動が自由に体験できるよう、3 歳児以

上の子どもは一人ひとりが自分のクレヨンとスケッ

チブックを所持し、いつでも絵を描ける環境となって

います。今後は、製作コーナー等を常設するなどし、
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様々な表現活動が自由に体験できるよう工夫される

ことが期待されます。 

6．乳児保育（0 歳児）において、養護

と教育が一体的に展開されるよう適

切な環境を整備し、保育の内容や方法

に配慮している。 

□0 歳児が、長時間過ごすことに適した生活と

遊び及び環境への工夫がされている。 

□0 歳児が、安心して、保育士等と愛着関係（情

緒の安定）が持てるよう配慮している。 

□子どもの表情を大切にし、応答的な関わりを

している。 

□0 歳児が、興味と関心を持つことができる生

活と遊びへの配慮がされている。 

□0 歳児の発達過程に応じて、必要な保育を行

っている。 

□0 歳児の生活と遊びに配慮し、家庭との連携

を密にしている。 

 

 

 

B 

 

 

 

 

A 

 

・一人ひとりの生活リズムに合わせて少し眠れる時間

を設けたり、散歩などで身体を十分動かした後は静か

に座って絵本を読む時間を設けたりするなど子ども

が無理なく自分の生活リズムで過ごせるよう配慮し

ています。 

・一人ひとりの子どもが自分のペースで過ごせるよ

う、日ごろからハグノートと呼ばれる電子媒体を使用

して、保護者との情報共有を密に行うとともに、送迎

時のコミュニケーションや年に 2 回実施される個人

面談等を通して家庭との連携を大切にしています。 

・子どもの月齢、発達に合わせた保育に配慮していま

す。生活の中で手伝う部分や十分に待つ部分など一人

ひとりの意欲に応じて援助しています。また廊下でハ

イハイをするなどの運動やテラスに出て自由に歩く

ことなど、月齢、発達に合わせた身体運動が十分にで

きるよう配慮しています。 

7．1 歳以上 3 歳未満児の保育におい

て、養護と教育が一体的に展開される

よう適切な環境を整備し、保育の内容

や方法に配慮している。 

□一人ひとりの子どもの状況に応じ、子どもが

自分でしようとする気持ちを尊重している。 

□探索活動が十分に行えるような環境を整備

している。 

□子どもが安定して遊びを中心とした自発的

な活動ができるよう、保育士等が関わってい

る。 

□子どもの自我の育ちを受け止め、保育士等が

適切な関わりをしている。 

□保育士等が、友だちと関わりの仲立ちをして

いる。 

□様々な年齢の子どもや、保育士以外の大人と

の関わりを図っている。 

□一人ひとりの子どもの状況に応じ、家庭と連

携した取組や配慮がされている。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

 

・保育者は朝の会の中で、子どもに散歩先を提案し、

子どもたちと相談しながら行き先を決めるなど、一人

ひとりの子どもの思いを尊重するよう配慮していま

す。また、散歩先では十分に探索活動ができるよう、

保育者間で安全面にも配慮した活動範囲を決め、子ど

もたちに伝えたうえで保育者と一緒に探索活動を楽

しんでいます。 

・自我の育ちについては、「～したかったね」など、子

どもの気持ちを代弁したうえで、「友だちが先に使っ

ていたから“かして”って言おうね」など気持ちが切り

替えられるよう援助しています。また、家庭での様子

や対応等について、ハグノートや送迎時のコミュニケ

ーション等を通して共有することで、一人ひとりに合

わせた関わりに配慮しています。 

・年間の行事や、異年齢合同での誕生日会、また年長

児が売り手となるお店屋さんごっこ等を通して、様々

な年齢の子どもとの関わりがあります。また、栄養士

による食育活動や看護師による保健指導等を通して

保育士以外の大人との関わりを図っています。 
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8．3 歳以上児の保育において、養護

と教育が一体的に展開されるよう適

切な環境を整備し、保育の内容や方法

に配慮している。 

□3 歳児の保育に関して、集団の中で安定しな

がら、遊びを中心とした興味関心のある活動に

取り組めるような環境を整え、保育士等が適切

に関わっている。 

□4 歳児の保育に関して、集団の中で自分の力

を発揮しながら、友だちとともに楽しみながら

遊びや活動に取り組めるような環境を整え、保

育士等が適切に関わっている。 

□5 歳児の保育に関して、集団の中で一人ひと

りの子どもの個性が活かされ、友だちと協力し

て一つのことをやり遂げるといった遊びや活

動に取り組めるような環境を整え、保育士等が

適切に関わっている。 

□子どもの育ちや取り組んできた協同的な活

動等について、保護者や地域・就学先の小学校

等に伝える工夫や配慮がされている。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

A 

 

・3 歳児の保育に関しては、支度する物を目で見てわ

かるようボードに絵カードを貼り、子どもが自ら身の

回りのことができるよう配慮したり、園での生活の流

れが分かるよう環境を整え、集団の中で安定して過ご

せるようにしています。また、自分でできた際は、十

分に褒めるとともにご褒美シールを貼ることで、自身

でできた喜びを味わえるよう配慮しています。 

・4 歳児の保育に関しては、「よく聞く」「よく見る」

「よく話す」を大切にし、一人ひとりの子どもが集団

の中で自分の力を発揮しながら過ごせるよう配慮し

ています。「よく聞く」では、保育者や友だちの話をし

っかりと聞けるよう援助しています。「よく見る」で

は、植物の観察を通して変化に気づくことや、絵カー

ドを使用し支度するなどの取り組みを行っています。

「よく話す」では、当番活動の際に、全員の前で発表

する場を設けるなどの取り組みが行われています。 

・5 歳児の保育に関しては、1 日の終わりに相手を思

い合った行動をしていた際は、「思いやりポイント」と

して子どもたちにシールやカラーボールを渡し、集め

ていくことで、集団の中で一人ひとりの子どもが個性

を生かし、意欲的に生活できるよう援助しています。 

・子どもたちの製作は園内の廊下に掲示されるととも

に、近隣の郵便局に飾るなど、子どもが取り組んでき

た活動等を、保護者や地域に伝える配慮がされていま

す。また、子どもたちの共同制作を区の作品展に展示

する取り組みも実施されています。 

9．障害のある子どもが安心して生活

できる環境を整備し、保育の内容や方

法に配慮している。 

□建物・設備など、障害に応じた環境整備に配

慮している。 

□障害のある子どもの状況に配慮した個別の

指導計画を作成し、クラス等の指導計画と関連

づけている。 

□計画に基づき、子どもの状況と成長に応じた

保育を行っている。 

□子ども同士の関わりに配慮し、共に成長でき

るようにしている。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

B 

・エレベーターや多目的トイレの設置、段差に配慮し

た設計等、障害に応じた環境整備に取り組んでいま

す。 

・障害のある子どもの状況に配慮した個別の指導計画

を作成するとともに、全体ミーティング等を通して職

員間で情報共有を行い、子どもの状況と成長に応じた

保育に配慮しています。 

・園では、絵カード等を通して視覚的に示すとともに、

簡潔に伝えることで理解しやすいよう配慮していま

す。 

・子ども同士の関わりとして、対象児の気持ちを代弁

し、子どもに伝えたり、頑張っている部分を伝えるな
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□保護者との連携を密にして、保育所での生活

に配慮している。 

□必要に応じて、医療機関や専門機関から相談

や助言を受けている。 

□職員は、障害のある子どもの保育について研

修等により必要な知識や情報を得ている。 

□保育所の保護者に、障害のある子どもの保育

に関する適切な情報を伝えるための取組を行

っている。 

どの配慮をするとともに、保育者と 1 対 1 のかかわり

を持つことで、同じ経験が積めるよう配慮し、共に成

長できるよう援助しています。 

・必要に応じて、区の担当課に相談を依頼したり療育

センター等の巡回訪問を通して助言を受けたりして

います。 

・職員は障害のある子どもの保育について、研修等を

通して必要な知識や情報を得るとともに、日々の関わ

りの中で、伝え方や気持ちの汲み取り方を子どもから

学び実践につなげています。 

・保護者の様子を観察し、必要に応じて声をかけたり

情報を提供するなど、保護者との連携に努めていま

す。 

10．長時間にわたる保育のための環

境を整備し、保育の内容や方法に配慮

している。 

□1 日の生活を見通して、その連続性に配慮し、

子ども主体の計画性をもった取組となってい

る。 

□家庭的でゆったりと過ごすことができる環

境を整えている。 

□子どもの状況に応じて、おだやかに過ごせる

ように配慮している。 

□年齢の異なる子どもが一緒に過ごすことに

配慮している。 

□保育時間の長い子どもに配慮した食事・おや

つ等の提供を行っている。 

□子どもの状況について、保育士間の引継ぎを

適切に行っている。 

□担当の保育士と保護者との連携が十分にと

れるように配慮している。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

B 

・長時間にわたる保育の実践に対して、指導計画の内

容を反映させ、子ども主体の計画性をもった取り組み

につなげています。 

・家庭的でゆったりと過ごせるよう、部屋の広さや子

どもの人数に配慮した環境づくりに取り組んでいま

す。また、子どもが遊びたい玩具を自分で選択するこ

とで、おだやかに過ごせるよう配慮しています。 

・子どもの状況について、申し送り票を使用し引継ぎ

を適切に行っています。申し送り表には、子どもの氏

名の横に、朝の受け入れ時の際の保護者との共有内

容、日中の子どもの様子、園からの連絡事項等を記載

する項目があり、担任が文書とともに口頭で担当者に

引継ぎを行っています。 

 

11．小学校との連携、就学を見通した

計画に基づく、保育の内容や方法、保

護者との関わりに配慮している。 

□計画の中に小学校との連携や就学に関連す

る事項が記載され、それに基づいた保育が行わ

れている。 

□子どもが、小学校以降の生活について見通し

 

 

 

 

 

 

・全体的な計画にある小学校との連携の項目や 5 歳児

の年間指導計画に、小学校との連携や就学に関連する

事項が記載され、それにもとづいた保育が行われてい

ます。 

・子どもが、小学校以降の生活について見通しが持て

るよう、小学校交流会への参加や、段階的に午睡をな

くしていくこと、立って靴の着脱を行うこと、また当
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を持てる機会が設けられている。 

□保護者が、小学校以降の子どもの生活につい

て見通しを持てる機会が設けられている。 

□保育士等と小学校教員との意見交換、合同研

修を行うなど、就学に向けた小学校との連携を

図っている。 

□施設長の責任のもとに関係する職員が参画

し、保育所児童保育要録を作成している。 

A A 
番活動の中でものを配ることや前に立って号令をか

けるなどの取り組みが行われています。帰りの会では

前に出て、楽しかったことを発表するなどの取り組み

も行われています。 

・午睡していた時間帯を使って、数や文字、鉛筆の持

ち方などに触れる時間を設けています。また、交通安

全教室を通して登校時の交通ルール等について理解

を深めています。保護者には、これらの活動内容を伝

えるとともに、生活リズムを整えることなど、小学校

以降の子どもの生活について見通しが持てるよう配

慮しています。 

・幼保小連携会議や年長児連絡会議、近隣小学校への

授業参観等を通して、保育士等と小学校教員との意見

交換の場を設け、就学に向けた小学校との連携を図っ

ています。 

A－１－(３)  健康管理 

12．子どもの健康管理を適切に行っ

ている。 

□子どもの健康管理に関するマニュアルがあ

り、それに基づき一人ひとりの子どもの心身の

健康状態を把握している。 

□子どもの体調悪化・けがなどについては、保

護者に伝えるとともに、事後の確認をしてい

る。 

□子どもの保健に関する計画を作成している。 

□一人ひとりの子どもの健康状態に関する情

報を、関係職員に周知・共有している。 

□既往症や予防接種の状況など、保護者から子

どもの健康に関わる必要な情報が常に得られ

るように努めている。 

□保護者に対し、保育所の子どもの健康に関す

る方針や取組を伝えている。 

□職員に乳幼児突然死症候群（SIDS）に関する

知識を周知し、必要な取組を行っている。 

□保護者に対し、乳幼児突然死症候群（SIDS）

に関する必要な情報提供をしている。 

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

B 

・子どもの健康に関するマニュアルについては、健康

管理マニュアル等に記載されるとともに、ハグノート

や健康記録、保健日誌等で一人ひとりの子どもの心身

の健康状態を記録しています。 

・子どもの体調の変化やけがなどについては、担任が

看護師、主任、園長に伝え複数人で確認しています。

担任が保護者に伝えるとともに、担任と看護師により

事後の確認をしています。 

・子どもの保健に関する計画として、健康管理年間計

画表を作成しています。健康管理年間計画表には、期

ごとの目標が立てられ、全体の留意点、気をつけたい

病気やけが、衣服の調節、保健行事等が記載されてい

ます。 

・既往歴や予防接種の状況については、年 3~4 回程

度、予防接種アンケートを実施し把握しています。ま

た、保護者との情報共有の電子媒体であるハグノート

を使用し、日ごろから健康に関わる必要な情報を常に

得られるよう努めています。 

・保護者へは、園の健康に関する方針や取り組みにつ

いて、入園の際に入園のしおりを通して伝えるととも

に、保健だよりを通して日ごろの取り組みについて伝

えています。 
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13．健康診断・歯科健診の結果を保育

に反映している。 

□健康診断・歯科健診の結果が記録され、関係

職員に周知されている。 

□健康診断・歯科健診の結果を保健に関する計

画等に反映させ、保育が行われている。 

□家庭での生活に生かされるよう保育に有効

に反映されるよう、健康診断・歯科健診の結果

を保護者に伝えている。 

 

 

A 

 

 

 

A 

・健康診断については、0，1 歳児は毎月実施し、2 歳

児以上は年 3~4 回程度実施しています。歯科健診につ

いては、全年齢において年 1 回実施しています。 

・健康診断、歯科健診の結果について、健康管理年間

計画表に反映させ、保育が行われています。一例とし

て、衣服の調節や手洗いとうがいについて、また歯磨

き指導等を行っています。年長児に対しては、心と身

体のつながり等について、わかりやすく説明する機会

等を設けています。 

・健康診断の結果については、ハグノートを使用し保

護者へ伝えています。歯科健診の結果については、所

定の用紙を使用して伝えています。 

14．アレルギー疾患、慢性疾患等のあ

る子どもについて、医師からの指示を

受け適切な対応を行っている。 

□アレルギー疾患のある子どもに対して、「保

育所におけるアレルギー対応ガイドライン」を

もとに、子どもの状況に応じた適切な対応を行

っている。 

□慢性疾患等のある子どもに対して、医師の指

示のもと、子どもの状況に応じた適切な対応を

行っている。 

□保護者との連携を密にして、保育所での生活

に配慮している。 

□食事の提供等において、他の子どもたちとの

相違に配慮している。 

□職員は、アレルギー疾患、慢性疾患等につい

て研修等により必要な知識・情報を得たり、技

術を習得している。 

□他の子どもや保護者にアレルギー疾患、慢性

疾患等についての理解を図るための取組を行

っている。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

B 

・食物アレルギーの対応については、健康管理マニュ

アルに沿って実施されています。市の書式である「除

去食申請書に対する主治医の意見書」「除去食変更（解

除）・継続申請書」について説明し、保護者が園に必要

書類を提出しています。また、毎月の献立について保

護者と共有し、除去食の確認等を行っています。 

・食事の提供の際は、トリプルチェックを行い提供し

ています。厨房内にて専用のトレーに食札を載せ、確

認しています。その後、給食スタッフと保育者が内容

を確認します。保育者は内容を確認後、提供前に別の

保育者と確認してから提供しています。 

・職員は、アレルギー疾患等について、外部の研修を

受講し、必要な知識・情報を得たり、技術を習得して

います。 

A－１－(４)  食事 

15．食事を楽しむことができるよう

工夫をしている。 

□食に関する豊かな経験ができるよう、保育の

計画に位置づけ取組を行っている。 

□子どもが楽しく、落ち着いて食事をとれる環

 

 

 

 

 

 

・食育計画・調理保育の計画を作成し、年齢ごとに季

節に応じた植物の栽培や食育活動が計画されていま

す。また、食育委員会では、具体的な各クラスの食育

活動の実施方法が確認され、食に関する豊かな経験が

できるよう配慮されています。 

・子どもが楽しく、落ち着いて食事をとれるよう 0~2
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境・雰囲気づくりの工夫をしている。 

□子どもの発達に合わせた食事の援助を適切

に行っている。 

□食器の材質や形などに配慮している。 

□個人差や食欲に応じて、量を加減できるよう

に工夫している。 

□食べたいもの、食べられるものが少しでも多

くなるよう援助している。 

□子どもが、食について関心を深めるための取

組を行っている。 

□子どもの食生活や食育に関する取組につい

て、家庭と連携している。 

 

A 

 

 

 

A 

 

 

歳児は遊ぶスペースと食事のスペースを別にするな

どの環境設定を行っています。3 歳以上児については、

新型コロナ感染症対策を踏まえた黙食の実施のため、

音楽を流したり、読み聞かせを流すなどの工夫がされ

ています。 

・食器の材質や形などについては、年齢に合わせた持

ちやすい形や大きさ、縁の高い食器等を使用し、配慮

しています。 

・個人差や食欲に応じて、量を加減できるよう、減ら

したい場合は食べる前に保育者に伝えられるよう配

慮しています。その際に、食べられるものが少しでも

多くなるよう、苦手なものをすべて減らさず、少しず

つでも食べられるよう援助しています。 

・子どもが、食について関心を深める取り組みとして、

日々の生活の中では、食後にお皿を片付けるなどの取

り組みや、おにぎりやクッキーづくり等のクッキング

や、枝豆のさやとり、とうもろこしの皮むき、また、

野菜スタンプ遊び等を実施しています。また、近隣の

商店街でサンマを購入し、サンマを炭火で焼いて食べ

るなどの取り組みも行いました。これらの取り組みに

ついては給食だより等を通して保護者に伝えていま

す。 

16．子どもがおいしく安心して食べ

ることのできる食事を提供している。 

□一人ひとりの子どもの発育状況や体調等を

考慮した、献立・調理の工夫をしている。 

□子どもの食べる量や好き嫌いなどを把握し

ている。 

□残食の調査記録や検食簿をまとめ、献立・調

理の工夫に反映している。 

□季節感のある献立となるよう配慮している。 

□地域の食文化や行事食などを取り入れてい

る。 

□調理員・栄養士等が、食事の様子を見たり、

子どもたちの話を聞いたりする機会を設けて

いる。 

□衛生管理の体制を確立し、マニュアルに基づ

き衛生管理が適切に行われている。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・一人ひとりの子どもの発達状況を考慮し、標準的な

離乳食の時期を基本としながらも、個々に応じて形状

や硬さを変えるなどの工夫をしています。 

・食べる量や好き嫌いについては、量を減らしたい場

合、食事の前に子どもが保育者に伝えるため、これら

の内容から把握につなげています。また、喫食簿の確

認からも把握に努めています。 

・季節感のある献立、また行事食としてクリスマスや

正月、節分、ひな祭り、七夕等の行事に応じた献立を、

月に 1 回程度取り入れています。また誕生日会の際

は、子どもが好きな唐揚げやイチゴ等を献立に取り入

れています。 

・栄養士は、給食の際にクラスを回り、食事の様子を

見たり、子どもの話を聞いたりしています。衛生管理

に関しては、保育園給食の手引きに沿って実施されて

います。 
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A－Ⅱ 子育て支援 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－２－(１)  家庭との緊密な連携 

17．子どもの生活を充実させるため

に、家庭との連携を行っている。 

□連絡帳等により家庭との日常的な情報交換

を行っている。 

□保育の意図や保育内容について、保護者の理

解を得る機会を設けている。 

□様々な機会を活用して、保護者と子どもの成

長を共有できるよう支援をしている。 

□家庭の状況、保護者との情報交換の内容を必

要に応じて記録している。 

 

 

A 

 

 

 

A 

 

・日々の家庭との情報交換については、送迎時のコミ

ュニケーションやハグノート等を通して行われてい

ます。また、年に 2 回の個人面談、年に 1 回の保護者

会等を通して、保育の意図や保育内容について、保護

者の理解を得る機会を設けています。 

・保護者と子どもの成長を共有できる機会として、年

1 回実施される親子懇親会でのお芋ほりや、夏祭り等

の年間行事を計画しています。 

・日々の保護者との情報交換は、ハグノートに記録さ

れています。また個人面談の際は、面談内容について

記録しています。 

A－２－(２)  保護者等の支援 

18．保護者が安心して子育てができ

るよう支援を行っている。 

□日々のコミュニケーションにより、保護者と

の信頼関係を築くよう取組を行っている。 

□保護者等からの相談に応じる体制がある。 

□保護者の就労等の個々の事情に配慮して、相

談に応じられるよう取組を行っている。 

□保育所の特性を生かした保護者への支援を

行っている。 

□相談内容を適切に記録している。 

□相談を受けた保育士等が適切に対応できる

よう、助言が受けられる体制を整えている。 

 

 

A 

 

 

A 

・日々の送迎時のコミュニケーションやハグノートに

よる家庭と園との情報共有を通して、保護者との信頼

関係を築けるよう努めています。 

・年 2 回の個人面談と、必要に応じて別途面談の機会

を設けるなど、保護者からの相談に応じる体制が整え

られています。また、面談等の際は、保護者の就労状

況に合わせて、迎え時や土曜日等に実施するなど、

個々の事情に配慮して実施しています。 

・保育所の特性を生かした保護者への支援として、親

子懇親会の実施をしたり、夏祭り等の行事における、

保護者同士の交流の場を設けたりしています。 

・職員が相談を受けた際は、主任と園長に報告し、必

要な助言を受けて対応するなど、体制が整えられてい

ます。 

19．家庭での虐待等権利侵害の疑い

のある子どもの早期発見・早期対応及

び虐待の予防に努めている。 

□虐待等権利侵害の兆候を見逃さないように、

子どもの心身の状態、家庭での養育の状況につ

いて把握に努めている。 

□虐待等権利侵害の可能性があると職員が感

じた場合は、速やかに保育所内で情報を共有

し、対応を協議する体制がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・送迎の際の保護者の様子や、身体の状態等を確認す

ることで、子どもの心身の状態、家庭での養育の状況

等について把握に努めています。また、気になる兆候

が見られた際は、職員間で共有するとともに、主任、

園長に報告し保護者に確認する等の体制が整えられ

ています。 

・職員に対して、虐待等権利侵害に関する理解を促す

ための取り組みの一環として、虐待対応マニュアル等

を使用し、職員会議等で具体的な事例を通して共有し



43 

 

□虐待等権利侵害となる恐れがある場合には、

予防的に保護者の精神面、生活面の援助をして

いる。 

□職員に対して、虐待等権利侵害が疑われる子

どもの状態や行動などをはじめ、虐待等権利侵

害に関する理解を促すための取組を行ってい

る。 

□児童相談所等の関係機関との連携を図るた

めの取組を行っている。 

□虐待等権利侵害を発見した場合の対応等に

ついてマニュアルを整備している。 

□マニュアルに基づく職員研修を実施してい

る。 

B B 
ています。今後、マニュアル等を使用し職員研修を実

施するなど、さらなる周知に努めることを検討してい

ます。 

・関係機関との連携として、区の担当課との定期的な

情報交換を行っています。 

A－Ⅲ 保育の質の向上 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－３－(１)  保育実践の振り返り

（保育士等の自己評価） 

20．保育士等が主体的に保育実践の

振り返り（自己評価）を行い、保育実

践の改善や専門性の向上に努めてい

る。 

□保育士等が、記録や職員間の話し合い等を通

じて、主体的に自らの保育実践の振り返り（自

己評価）を行っている。 

□自己評価にあたっては、子どもの活動やその

結果だけでなく、子どもの心の育ち、意欲や取

り組む過程に配慮している。 

□保育士等の自己評価を、定期的に行ってい

る。 

□保育士等の自己評価が、互いの学び合いや意

識の向上につながっている。 

□保育士等の自己評価に基づき、保育の改善や

専門性の向上に取り組んでいる。 

□保育士等の自己評価を、保育所全体の保育実

践の自己評価につなげている。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

 

 

 

B 

 

・日々の保育実践については、各種指導計画等を通し

て振り返りが行われるとともに、年に 1 回、全職員が

子どもの人権チェックリストを実施し、保育実践につ

いて自己評価を行っています。全職員が実施した、子

どもの人権チェックリストについては、「子どもの人

権を尊重する保育の中で特に難しいと感じるところ、

園の弱点、課題」としてまとめるとともに、「具体的な

対応策、改善点」を挙げ、実践につなげるなど、職員

の自己評価を園全体の保育実践の自己評価につなげ

ています。 

・今後は、園全体の保育実践の自己評価で挙げられた

「具体的な対応策、改善点」の具体的実践について、

定期的に評価・検討する機会を設けることで、園とし

て体系づけた自己評価への取り組みが期待されます。 

 


